
平板載荷試験

（１）地盤調査資料と調査計画

ＳＷＳ試験

押えコンクリ－ト

1階床・立上等

土間コンクリ－ト

柱・壁（  階）

比　重

 70

 ガス圧接継手 （ D19 ･ D22 以上 ）

 溶接継手

 重ね継手　   （ D16 以下 ）

 SN400A

 SD295 A

JIS規格・認定番号等

 F10T(JIS B1186)  S10T(MBLT-0052) 認定品（■M16　■M20　□M22　□M24）

 ボルト(JIS B1180)　【 M 12 ･　 M 16 】（2次部材の取付等）

 頭付スタ ッドボルト   使用箇所（　□柱　　□大梁 □小梁）

丸鋼(JIS G 3112)

 SS400 （階段取付用）  M16  Ｌ= 450mm以上 (座金PL又はｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑ 有)　ナット（　□シングル、　□ダブル）

 ABR400（柱脚取付用）  M16　Ｌ= 450mm以上 (座金PL又はｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑ 有)　ナット（　□シングル、　■ダブル）

溶接金鋼（JIS G 3551）

（１）本仕様の適用範囲

（２）仕様書等の優先順位

３.使用建築材料表・使用構造材料一覧表

（１）コンクリ－ト 

（２）コンクリ－トブロック（ＣＢ）

（４）鉄　骨

構　造　設　計　特　記　仕　様　（1）

小梁、その他

柱

ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ:SN490C , BPL:SN490B

D19 ～ D25

24 24

21　以上

※主要な柱脚はﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸ仕様書を参照とする。

認定番号 BCR:MSTL-0188
MSTL-0189

基礎及び躯体

床・梁（  階）

23.0

23.0

ﾔﾝｸﾞ係数

kN/mm2

細骨材の種類

粗骨材の種類

水の区分

混和材料の種類（JIS規格品　監理者指示による）

呼び強度を保証する材齢、養生

 砂  山砂  人工

 砂利  砕石  人工軽量

 水道水  地下水  工業用水

 AE減水剤  高性能AE減水剤

 材齢（　■　28日 □ 50日 □ □ ）

 再生骨材(JIS A5308)

21.7

 所定のｽﾗﾝﾌﾟ及び空気量が得られるように定める。

調査項目 調査項目資料有り 調査計画

ＰＳ検層

物理試験

標準貫入試験

液状化判定

調査項目資料有り 調査計画 資料有り 調査計画

注）上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに○を記入する。

　本特記仕様及び配筋標準図は、設計基準強度が　18　N/mm2 以上　60　N/mm2 以下のコンクリートと

( レディーミクストコンクリート　JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIS A 5308 )

 養生（　□　現場封かん　　□ 現場水中 ■ 標準 □ ）

（　■ JIS A 5406　)　使用箇所（　□　間仕切壁　□　その他内壁　□　外構ブロック塀　）

 SD390

 SD295 B

 機械式継手　　（ ）

各継手の使用詳細については

本仕様5.(2)鉄筋の項の鉄筋

継手等の■にて表示すること。

 材種

 大臣認定番号 MSRB-9001

( JIS G 3112 )

6φ - @100～150 躯体　補強筋

 BCP325

 JIS Z 溶接材料

 JIS G 3101(SS400)
 JIS G 3136(SN400)

 JIS G 3101,3136

 F8T(          )

基礎梁主筋

※調合管理強度 Fmは JASS5(2018)より

　Fq + mSn を考慮して算出とする。

品質基準強度

Fc＝     N/mm2 Fq＝     N/mm2

 JIS G 3350壁 又は 床等下地

※構造体強度補正値
　普通ポルトランドセメント　    8≦θ　　⇒　　mSn = 3
　普通ポルトランドセメント　0≦θ＜8　　 ⇒　　mSn = 6
　θ：コンクリート打込みから28日までの期間の予想平均気温の範囲（℃）
  JASS5(2018)より mSn を考慮して算出とする。

 軽量(1種）

D29 ～ D32 基礎及び躯体

PH壁･PHRF床・PH梁

梁躯体 STP KSS785 S13 ～ S16

柱躯体 HOOP

中ボルトの取付（戻止め措置）はJASS6に準ずる。
ボルト(JISB1180)ナット(JISB1181)
平座金(JISB1256) 又は ばね座金(JISB1251)

（３）杭　基礎

※現場施工及びその他の状況により設計条件が異なる場合は、再検討の上で計画変更申請とする。

・杭の芯ずれについては、基礎スラブごとの単、群杭の重心と柱心との

偏心距離が100mm以内の場合の基礎梁配筋についてのみを適用範囲とする。

・上記の偏心距離が100mmを超える場合の基礎梁及び各々の杭のずれに

対する基礎スラブについては施工結果に基づき別途検討を要する。

 （影響が非常に大きい応力等修正の場合は計画変更の対象とする）

ALC (　JIS A 5416 ）

型式:QL99-50-1.6 厚:RC=80mm

ルーフデッキ（　QL99-75-1.2Y　） H = 75　 mm　厚  1.2mm

デッキプレ－ト (JIS G 3352)

材　　種 型式　厚　その他 使用箇所 仕様・構法

□

□スライド □ロッキング 

□普通 打設　2F床

□

□壁　 □

□屋根 □

□屋根 □床版

□屋根 □床版

□外壁　 □　軽量鉄骨下地 

kN/m3

捨てコンクリ－ト

18　以下21.7

平板スレート仕上

　独立基礎
　有

基礎下端　長期設計地耐力　fe =  30.0　kN／㎡　　木造　範囲、外部庇　範囲

長期設計地耐力　fe =  50.0　kN／㎡　　鉄骨造範囲

※現場施工及びその他の状況により設計条件が異なる場合は、再検討の上で計画変更申請とする。

試験堀

載荷試験

（２）地盤改良

 浅層混合処理工法　（　K　-　   を参照とする　）

改良材先端深さ　GL - m、支持層　粘性土層(先端）　粘性土層(摩擦）　Lu = m

載荷試験

 深層混合処理工法　（　K　- を参照とする　）

※「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針　日本建築センター2018」に準ずる。

品質管理試験

施工計画書及び改良材施工結果報告書の承認

t = 100mm 、　125mm　

（２）ボ－リング標準貫入値、土質構成

※F10T 又は S10T のいずれの採用も可とする。

木造（ Ｗ:在来軸組工法 ・ 枠組壁工法　・　丸太組構法　）

 プレキャスト鉄筋コンクリート造（ PRC ）

地下 ―　　階 地上 1　　階 ―　　階

キュ－ビクル kN

 倉庫積載床用 N／㎡

リフト kN

 受水槽 kN

 ホイスト kN

 有（ ）

Ｘ方向ルート　2 、Ｙ方向ルート　2　（鉄骨造　範囲）

エレベ－タ 　　6　人乗（　1　基）

（９） 構造計算ルート

（１） 建築場所　　千葉県香取郡神崎町松崎855、857、858、859番地の一部

（４） 構造種別

（５） 階　数

（６） 主要用途

（７） 屋上付属物

（８） 荷重条件及び特別な荷重

（１３） 付帯工事

（１１） 増築計画

 エレベ－タ (計画なし）

 その他　　工場設備機器 kN

 必要としない 必要（３） 構造設計一級建築士の関与 

 法第20条第一号（高さ　60m超）
 法第20条第二号

（ □RC造高さ 20m超、□S造 4 階建以上、□木造高さ 13m超、□その他　）

注（3）構造設計一級建築士の関与 が義務づけられる建築物については解説書等を参照して確認する事。

 駐車場  機械式駐車場

 法第20条第三号

 土圧受壁

ｱﾝﾃﾅ・避雷針設備 kN（基礎重量含む）

 屋上緑化

 計画　無

 法第20条第四号

JIS G 3112 に規定する SD294A  SD295B  SD345  SD390  及び　SD490　の鉄筋コンクリート用棒鋼を用いる

高さが　60 m 以下の鉄筋コンクリート造、鉄骨造等建築物の設計　及び　工事に適用する。

設計図書　及び　仕様書の優先順位は以下とする。

① 特記仕様書

② 設計図記載（伏図、軸組図、部材リスト、詳細図等）

③ 配筋標準図（鉄筋コンクリート構造配筋標準図、鉄骨構造標準図等）

鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説（日本建築学会）

④ 建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会）

 一戸建ての住宅  共同住宅  事務所  店　舗  工　場  倉　庫
 病　院  診療所  その他　（ ）

 空調室外機（屋上）1.30　×  6 台　 7.80　kN（ D.L 均し荷重　設計考慮　）

 計画　無

 有（ ）（１２） 特定天井

Ｘ方向　　 1 / （　1　階）　　Ｙ方向　　 1 / （　1　階）　

（１０）一次設計時　最大層間変形角

工場積載床用 N／㎡

Co =  0.20　・　0.30　・　※　

（a）1次設計用地震力条件

 Z =  1.00　 Rt =  1.00　 K =  0.10（地下）

 地表面粗度区分　Ⅰ　・　Ⅱ　・　Ⅲ　・　Ⅳ

（b）風荷重条件

 基準風速　Vo =　30　・　32　・　34　・　36　m/sec

 垂直積雪量　：　30　cm（30 cm以上）　単位積雪　：　20　N/m2・cm

（c）積雪荷重条件

（d）特別な荷重　及び　設計考慮荷重

基礎・基礎梁

備　考

柱・壁（  階）

柱・壁（  階）

床・梁（  階）

床・梁（  階）

立上等含む

手摺・立上等含む

手摺・立上等含む

手摺・立上等含む

 軽量(1種）

 軽量(1種）

 軽量(1種）

 軽量(1種）

 軽量(1種）

 軽量(1種）

 軽量(1種）

 軽量(1種）

 軽量(1種）

21　以上

セメントの種類  普通ポルトランドセメント  中庸熱ポルトランドセメント

 低熱ポルトランドセメント

単位水量

　270 kg/㎥　以上

　185 kg/㎥　以下　 　175 kg/㎥　以下

単位セメント量

空気量

塩化物量

水セメント比

　4.5 ％　以下

　0.3　kg/㎥　以下

　65　％　以下 　60　％　以下 　55　％　以下

　3.0 ％　以下

 SN400B  SN400C

 SN490B  SN490C

柱（2次部材）

大梁、片持梁

 JIS G 3353大梁、小梁、その他

 機械式定着工法（ ）

改良地盤想定　長期設計地耐力　fe = kN／㎡　　≧　σmax = kN／㎡　・・・可

改良径　　　　φ　Fc = kN/㎡　改良範囲　GL- m　～ m  施工計画本数 本

24 24 23.021.7

柱脚部含む

デッキ床（各階）

　50　％　以下

（　 計算書参照　 ）

深さ GL - 　1.30 m、2.00　m 鉄骨造範囲

ラップルコンクリート工法

 監理者の指示による

 監理者の指示による

 監理者の指示による

ラップルコンクリ－ト

21 21 23.021.7

　 工法（　GBRC 性能証明 第 号　）

　※建築技術性能証明工法による指定管理方法の採用を可とする。

長期許容鉛直支持力：Ra = kN/本

 JIS G 3136(SN400)

23.0

23.0

18　以下

18　以下

18　以上

18　以上

ダムウエータ ー 基

 駐輪場

（物販店舗、飲食店、その他）

注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

型式:QL99-50-1.6 厚:RC=80mmデッキプレ－ト (JIS G 3352) □普通 打設　RF床

（３）杭　基礎

ATTコラム　工法
TACP-0515

※アースドリル工法は

認定工法を採用する。

支持層　　－ （ ）　　層

セメント量　 330　 kg/m3

 鋼材 STK400

コンクリ－ト Fc

HOOP  ：SD295A

鉄　筋 主　筋：SD345

 施工計画書承認  杭施工結果報告書

（　□有 □無　）（　□打ち込み・ □載荷・□孔壁測定　） - 本

杭の先端の深さ（m）

 PHC節付摩擦杭

 21 cm　以下

コンクリ－ト Fq

単位水量  　 200　 kg/m3

 埋込み

 鋼材 STK490

 Fc  85(PHC)

 Fc 105(PHC)

※現場施工及びその他の状況により設計条件が異なる場合は、再検討の上で計画変更申請とする。

　杭芯許容ｽﾞﾚ 10cm以下

【　引抜採用N値 =     】短期杭引抜力考慮 Rt = kN/本  採用なし

【　摩擦採用N値　=　   】

施工本数　合計 本

【　先端採用N値　=　   】

【　Ls　= m 】

【　摩擦採用N値　=　   】

【　先端採用N値　=　   】

【　Ls　= m 】

○近隣デ－タの調査地番と

GL　－ m（近隣参考）

　ついてのコメント

設計地番とは約　100m以下の距離

（計画敷地内）

（報告書参照）

（報告書参照）

（報告書参照）

・ボーリング調査結果より液状化の

可能性は、報告書から可能性が

低いと判断する。

安全側として杭支持力算定時おいては

場所打、鋼管共に杭周面摩擦は無視する。

【標準貫入試験】・SWS試験

設計GL

20

※KBMと設計GLとの関係は

　意匠図書を参照とする。

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

60KBM

設計GL = KBM + 0

□屋根軽量鉄骨下地　耐火野地板+ガルバリウム鋼板葺 木質セメント板
t = 18mm　

注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

設計GL = KBM +100【SWS試験】

○近隣デ－タの調査地番と

GL　－　  無 m

　ついてのコメント

設計地番とは約　～　mの距離

設計GL

5.00

（計画敷地内）

（報告書参照）

（報告書参照）

※KBMと設計GLとの関係は

　意匠図書を参照とする。

（報告書参照）

4.75

4.50

4.25

4.00

3.75

3.50

3.25

3.00

2.75

2.50

2.25

2.00

1.75

1.50

1.25

1.00

0.75

0.50

0.25

5.25

5.50

 Em= ―   kN/m2

（三軸試験結果を採用）

・ボーリング調査結果より液状化の

可能性は粘土、シルト層が

中心の為に低いと判断する。

安全側として杭支持力算定時おいては

杭周面摩擦を無視する。(地盤補強除く）

 Eo=　700N　kN/m2（標準採用値）

（　No. 　3 　）

6.00

5.75

6.25

6.50

7.00

6.75

7.25

7.50

8.00

7.75

8.25

8.50

8.75

9.00

9.25

9.50

9.75

10.00

10.25

10.50

10.75

11.00

KBM±0

採用　先端N値(　測点 　～　　) 
Nsw 平均 = 　（上下1D範囲）
N = 3.0Wsw + 0.050Nsw  ⇒  　

【　先端　採用N値 = 　　】

【　摩擦　採用N値 = 】

採用　先端N値(　測点 　～　　) 
Nsw 平均 = 　
N = 3.0Wsw + 0.050Nsw  ⇒  　

 社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

 認定 または 登録 工場（大臣認定　Ｓ　Ｈ　Ｍ　Ｒ　Ｊ　グレ－ド 都登録 　Ｔ１　Ｔ２　Ｔ３　ランク）

 鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要網

 日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ,Ⅴ,Ⅵ,Ⅶ,Ⅷ,Ⅸ」

第三者受入検査工場自主検査

注２）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること。

 防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリ－トで被覆される以外の部分とする。

 錆止めペイントは、■ JIS　K 5621 、□ JIS  K 5625、□ 、□ を使用して、

 同じ錆止めペイントを使用し、２回塗りとする。

注１）現場溶接部については、原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を100％行うこと。

 現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調査は入念に行い、塗装は工場塗装と

外観検査（※）

構　造　設　計　特　記　仕　様　（2）

CIW認定業者及び

日本非破壊検査等

の機関により検査、

試験を実施とする。

（　未定 備考記載又は工事監理者が指定する）

（施工方法等計画書）（施工方法等計画書）

 鉄骨製作管理技術者登録 機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査･補強マニュアル」

※社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、又はミルシート

 平成12年建設省告示第1464号第二号 イ・ロ

内観
検査
(注)

硬さ試験

示温塗料塗布

（突合せ溶接）

 ４つ星２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

その他　溶接部

外観検査（※） 100

※平成12年建設省告示

　第1464号第二号による

（目視及び計測）東京都の

 要綱に基づき必要となる

 建築物の場合に実施する。

トルシア形高力ボルトは２次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。

 １次締め後にマーキングを行い、２次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。

 軸力導入試験　■　要　□　否 高力ボルトすべり係数試験　□　要　■　否　

 高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

（　施行令第129条の2の3　）

 管の伸縮その他の変形により当配管に損傷が生じる恐れがある場合において、伸縮継手又は可とう継手を設ける等

 有効な損傷防止のための措置を講ずること。

 建築物の部分を貫通して配管する場合は、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止の措置を講ずること。

 安全上支障のない構造とすること。

 建築物に設ける給排水、その他の配管設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して

 支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。

 屋上から突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に

 建築設備（昇降機を除く）の支持構造部及び緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な処置を講ずること。

 建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法とする。

 給湯設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とし、

 給湯設備の周囲に丈夫な壁又は囲いを設けること。

 地震時の転倒、移動等により人が危害を受ける恐れがないこと。

 給湯設備設置は、建設省告示第1389号（改正第1447号）で定められたアンカーボルト等で緊結すること。

設備等の構造関連規定に関する
法適合確認チェック

令第129条の2の3　　設計が該当する場合には、□にチェックを記入する。

 法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものにあっては

 建設省告示第1389号により、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

 管を支持又は固定する場合においては、つり金物又は防震ゴムを用いる等有効な地震その他の震動及び衝撃の

 緩和のための措置を講ずること。

 屋根葺き材等の緊結は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

 鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリ－ト

 構造配筋標準図（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」による。

 D19 未満は、すべて重ね継手とする。

 ガス圧接の施工は、強風時又は降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風除け・覆いなどの設備を

 圧接技量資格者は、（公社）日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性証明書を工事監理者に提出し

     15℃

注）1　片持ばり、庇、スパン　9.0ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。

 工事管理計画を定めて、工事監理者の承認を受ける。

注）2　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

注）3　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリ－ト打ち後とする。

注）4　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注）5　支柱の盛りかえは、小ばりが終わってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

 適切にした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことを可能とする。

注）6　上表以外のセメントを使用する場合は、工事監理者の指示による。

 鉄筋は、JIS　G　3112（鉄筋コンクリート用棒鋼）に適合するものを用いる。

注）7　直上階に著しく大きな積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。

注）8　支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらす恐れのある振動又は衝撃を与 えないように行うこと。

 （ガス圧接継手工事、溶接継手工事、機械式継手工事）による他、所要の品質が得られるように工事計画及び

 機械式継手及び圧接継手及び溶接継手の施工要領は （公社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」

 溶接金網及び鉄筋格子は、JIS　G　3551（溶接金網及び鉄筋格子）に適合するものを用いる。

 鉄筋の継手は、重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手又は溶接継手によることとし、鉄筋径と

鉄筋継手工法

■重ね継手

■圧接継手

□溶接継手

□機械式継手

■40ｄ　□35ｄ　□（　）ｄ

■告示1463号第2項各号

□告示1463号第3項各号

□告示1463号第4項各号

（1）引張力最小部位
（2)(1）以外の部位（注） 鉄筋の径

■（  D16　 以下  ）

■（  D19 - D32　 ）(※)

□ （      - ）

□ （      - ）

継手の位置等の設計条件による仕様・等級

A 級 B 級 SA 級

□ □ □

□ □

□

注）(1）以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、

　　日本建築センター等の認定・評定等を習得した継手工法の等級で、構造計算にあたって「鉄筋継手

　　使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書2015）」によって検討した部材の条件・仕様によること。

 確保が施工上で十分可能な場合は、D19のみ監理者と設計者が協議を行い重ね継手工法を可能とする。（※）

  基本的に D19 以上はガス圧接継手とするが、納まり及び鉄筋あき等の

コンクリートの充填方法等　打込・締め固め方法、打ち継ぎ部の処理方法、養生方法　においては

JASS5(2015)の7節及び8節に準拠した施工計画とする。

 使用箇所を定め特記による。

※

※ JASS 5 では普通コンクリートの場合、計画供用期間の級が「標準」にあっては 5.0 N/mm2 以上、

　「長期及び超長期」の場合は 5.0 N/mm2 以上、また高強度コンクリートの場合は 10.0 N/mm2 以上とする。

（a）施工

（b）検査

注）1 抜取り1検査ロットは、同一作業班が同一日に作業した継手箇所で200箇所程度とする。

注）2 ガス圧接部分の検査を超音波探傷検査によって行う場合は、最初の数ロットについては引張試験も併用し、

1回の引張試験は　5本以上　とする。

　　試験機関名：　

 鉄筋の継手の試験・検査は、「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要網」

 承認を受ける。

 機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物を用いる。

 外観検査

 超音波探傷検査

 引張試験による検査

 外観検査

 超音波探傷検査

 引張試験による検査

 外観検査

 超音波探傷検査

 引張試験による検査

 全　般

 全　般

 全　般

 抜取り1検査ロット当たり

（　　）箇所又は（　　）％

 抜取り1検査ロット当たり

（　　）箇所又は（　　）％

 抜取り1検査ロット当たり

（　　）箇所又は（　　）％

 抜取り1検査ロット当たり

（　　）箇所又は（　　）％

 抜取り1検査ロット当たり

（　　）箇所又は（　　）％

 抜取り1検査ロット当たり

（　　）箇所又は（　　）％

 目視　又は　計測

 目視　又は　計測

 目視　又は　計測

 JIS Z 3062:2014 による

 JIS Z 3120:2014 による

 JIS Z 2241:2011 による

 JRJS 0003:2017 による

 JIS Z 2241:2011 による

 JRJS 0005:2017 による

    監理者の定める機関又は業者とする。

 上記の表によらずに、ガス圧接部の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについては

 引張試験も併用し、１回の試験は５本以上とする。（超音波探傷試験抜取り率は、全継手箇所の10～30％以上で計画する）

 鉄筋コンクリ－ト工事の施工に関しては 記載無きは  JASS 5 2015　による。

（a）コンクリートの仕様

本仕様書では、JASS 5 に規定する普通骨材を用いた一般仕様のコンクリートを「普通コンクリート」と定義し、

 表9・1 に示すように設計基準強度が 36 N/mm2 以下のコンクリートについては JASS 5 の3節～11節 を適用し、

 36 N/mm2 を超えるコンクリートについては JASS 5 の17節（高強度コンクリート）を適用する。

 また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める調合管理強度以上とし、発注する

レディーミクストコンクリートの呼び強度が 表9・2 に示す JIS規格外となる場合は、法第37条の大臣認定を

 受けた製品を用いる必要がある。

 軽量コンクリートについては、JASS 5 の14節 によること。

表9・1　コンクリート圧縮強度（N/mm2）に応じた仕様書の使い分け

表9・2　レディーミクストコンクリートの JIS 規格品

（b）品質と施工

 構造体の計画供用期間の級は特記による。特記が無い場合は標準とする。

 短期（一般）  標準  長期  超長期

コンクリートは、JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）に適合する JIS認証工場の製品とする。

 設計基準強度が　36 N/mm2 を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、

 調合を定めるための基準とする材齢は、原則として　28日　とする。

（ⅱ）普通コンクリート

表9・3　構造体コンクリートの圧縮強度の判定基準

試験材齢 (1)供試体の養生方法 判定基準

28　日標準養生 (2) X　≧　Fm

91　日コ ア X　≧　Fq

（c）調合および構造体コンクリート強度

 調合強度を定めるための基準とする材齢は、特記による。特記のない場合は 28日 とする。

ⅰ）高強度コンクリート

 構造体コンクリート強度を保証する材齢は、特記による。特記のない場合は 91日 とする。

 構造体コンクリート強度は、次の ①　または　② を満足するものとする。

① 標準養生した供試体による場合、調合強度を定めるための基準とする材齢において、調合管理強度以上とする。

② 構造体温度養生した供試体による場合、構造体コンクリート強度を保証する材齢において

設計基準強度（ Fc ）に 3 N/mm2　を加えた値以上とする。

 打込み後の湿潤養生期間は、セメントの種類及び設計基準強度に応じて 3日以上 とする。

 打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。

コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。

コンクリートの練混ぜから打込み終了までの時間は、原則として 120分 を限度とする。

コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として 0.3 kg/m3 以下とする。

 設計基準強度が 45 N/mm2 以上の場合は、スランプ 23 cm 以下 または スランプフロー60 cm以下 とし、特記による。

 設計基準強度が 36 N/mm2 超  45 N/mm2 未満の場合は、スランプ 21 cm 以下 または スランプフロー50 cm以下、

 36 N/mm2 以下  33 N/mm2 以上の場合は、スランプ 21 cm 以下 33 N/mm2 未満の場合は、スランプ 18 cm 以下 とし

フレッシュコンクリートの流動性は、スランプ または スランプフローで表し、設計基準強度が

 工事監理者の承認を得ること。

 施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画・施工計画・品質管理計画書を作成し、

コンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると認められる技術者が常駐しなければならない。

レディーミクストコンクリート工場及び高強度コンクリートを打設する施工現場には、コンクリート主任技士または

 「高強度コンクリート」の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通大臣が

 指定建築材料として認定した高強度コンクリートに製造工場とする。

設計基準強度　Fc

JASS 5 での区分 普通コンクリート 高強度コンクリート

18 21 24 27 30 33 36 39 42 45 48 51 54 57 60

調合管理強度(N/mm2) 21 24 27 30 33 36 39 42 45 48 51 54 57 60 60超

呼び強度(JIS規格品) 21 24 27 30 33 36 39 42 45 50 55 55 60 60 ※

※印は規格外

 測定試験は、同一試料から取り分けて 3回 行い、その平均値をとする。

 フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術センタ ーの技術評価を

 受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録 及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真 （カラー）を

 スランプの許容差は普通コンクリートの場合、スランプが 8 cm 以上 18 cm 以下の場合 ±2.5 cm、

 21 cm の場合 ±1.5 cm（呼び強度 27 以上で高性能AE剤を使用する場合は ±2.0 cm）とする。

（d）検査

　　試験機関名： 監理者の定める機関又は業者とする。

　　代行業者名： 監理者の定める機関又は業者とする。

 コンクリ－ト及び鉄筋の試験は、「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要網」

代行業者名とは、試験、検査に伴う業務を代行する者をいう。

東京都建築材料試験連絡協議会の機関により検査、試験を実施とする。

 高強度コンクリートの場合、スランプが 18 cm 以下の場合 ±2.5 cm、21 cm 以上の場合 ±2.0 cm とし、スランプ

 フローの許容差は、目標スランプフローが 50 cm 以下の時は ±7.5 cm、50 cm を超える時は ±10 cm とする。

 使用するコンクリートの圧縮強度試験は、普通コンクリートでは標準養生を行った供試体を用いて

 材齢 28日 で行い、1回の試験は、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ 150 m3 または その端数ごとに

 3個の供試体を用いて行う。3回の試験で　1検査ロットを構成する。

 試験階数は、3回 とする。検査は適当な間隔あけた任意の 3台 のトラックアジテータから採取した合計 9個の

 供試体による試験結果を用いて行う。検査に用いる供試体の養生方法は標準養生とする。

 構造体コンクリートの圧縮強度の検査は普通コンクリートでは、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ 150 m3

 または その端数ごとに　1回 行う。1回の試験には適当な間隔おいた 3台 の運搬車から 1個ずつ採取した

 合計　3個 の供試体を用いる。

 高強度コンクリートでは、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ 300 m3 ごとに行う。検査には適当な間隔を

 あけた任意の 3台 のトラックアジテータから採取した合計 9個の供試体を用いる。

 検査に用いる供試体の養生方法は標準養生 または 構造体温度養生とする。

 使用するコンクリートの圧縮強度の判定は、JASS 5　による。

 構造体コンクリートの圧縮強度の判定は、（c）調合 及び 構造体コンクリート強度　による。

 15kgを超える給湯設備の設置は、平成12年告示第1388号第5　の規定に依る。

※認定及び登録工場「グレ－ド 無」を採用する場合は

　第三者溶接検査を100％実施を採用条件とする。

　工事監理者は審査機関等に対して軽微変更を行う。

⇒高力ボルト検査に関しては、JIS認定品を採用し

　適切な受入、保管等が実施されたボルトであれば

　軸力導入試験試験等を省略することが可能とする。

　但し、東京都内工事で赤本に準拠する場合は

　行政庁又は審査機関に省略可否の事前確認を要する。

 上記の表によらずに、圧接継手の抜取り検査を引張試験によって行う場合は、同一作業班が同一日に作業した圧接箇所ごと

 （200箇所を超える場合は200箇所ごと）に1回行い、1回の引張試験は５本以上とする。（全継手箇所の10～30％以上とする）

深さ GL - 　0.30 m、0.45　m、0.95　m 木造　範囲、外部庇　範囲

（外部庇　範囲のみ）

※計画範囲の地盤調査報告書から、地盤改良（D-BOX工法）を採用して設計長期地耐力を確保とする。

　工事監理者は、地盤改良検討書及び地盤改良計画書等を確認する。

　その他現場状況で基礎条件の確保が困難な状況が生じた場合は地盤補強の再検討を行い

　審査機関等に対して、軽微報告又は計画変更等の手続きを遅延なく実施とする。

　　　　⇒ 別添　地盤改良（D-BOX工法）関係資料を参照とする。

【別添　地盤報告書　及び　

地盤改良（D-BOX工法）関係資料　】
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[ 注 ]（1）d は呼び名に用いた数値とする。

（2）スパイラル筋の重ね継手部に 90°フックを用いる場合は、余長は 12d以上 とする。

（3）片持スラブ先端、壁筋の自由端側の先端で 90°フック又は135°フックを用いる場合は、余長は 4d以上 とする。

（4）スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼を使用しない。

（5）折り曲げ内法直径を上表の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い支障のないことを

確認した上で、工事監理者の承認を得る。

（6）SD490 の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折り曲げ加工をする場合ｈ、事前に鉄筋の曲げ試験を行い

支障のないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。

[ 注 ]（1）各加工寸法及び加工後の全長の測り方の例を下図に示す。

  最少かぶり厚さを確保する。

厚さが部分的に減少する箇所についても

a)ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり、

  屋内外とも10mm増しとする。

屋外面を10mm増しとし、超長期は

b)耐久設計基準強度が標準、長期は

⇒ 基礎梁主筋は柱脚内に 40d以上の定着を確保とする。
[ 注 ]（1）フック付き鉄筋の定着長さ L2h は、定着起点から鉄筋の折り曲げ階支点までの距離とし、

　　 折り曲げ階支点以降のフック部は定着長さに含まない。

（2）フック部の折り曲げ内法直径 D 及び余長は、「鉄筋の折り曲げ加工」の表による。

（3）梁主筋を柱へ定着する場合は、水平定着長さが L2h 確保出来ない場合は折り曲げ定着とし、

全定着長を L2以上とするとともに、水平投影長さを La以上 とし、余長を 8d以上とする。

尚、La の値は原則として柱せいの 3/4倍以上 とする。

（4）耐圧スラブの下端筋の定着長は一般定着 L2 とする。

[ 注 ]（1）表中の d は、異形鉄筋の呼び名の数値を表し、丸鋼には適用しない。

（2）直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、細い方の d による。

（3）フック付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の折り曲げ開始点間の距離とし、折り曲げ開始点以降の

フック部は継手長さに含まない。

■ 継手に関する注意点

1、継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。

2、D29以上 の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。

3、鉄筋径 d の差が 7mm を超える場合は、圧接としてはならない。

4、ガス圧接継手の形状、継手配置は下図による。

5、溶接継手 及び 機械式継手を用いる場合は、信頼出来る機関の評定等を受けた A級継手工法とする。

6、非破壊検査は、工事監理者が承諾した信頼出来る機関で行うこと。

b

a

b

a

加工後の全長（L）
主　筋

あばら筋・帯筋・スパイラル筋 溶接閉鎖形筋

b b

a a

　耐久設計基準強度　設計採用（　短期　・　標準　・　長期　・　超長期　）

⇒ 基礎梁主筋の柱脚内への定着要領は、RC規準に準じて
　　La以上かつ0.75×D以上を水平定着後に折曲げ加工とする。

折曲げ起点は 3/4D をこえる
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AutoCAD SHX Text
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設置可能範囲

梁端部（スパン　L/10以内かつ2D以内）は避ける

※設置可能範囲

Lo/4

【　別図継手リスト　参照　】

※梁貫通補強筋で既製リングを使用する場合は、工事監理者と打合せの上で決定し

評定適用範囲に従い施工を行うものとする。（検討書作成承認を得るものとする）

プレート補強の板厚

スリーブ径

φ≦　0.15 D 

φ≦　1/4 D 

φ≦　1/3 D 

φ≦　0.40 D 

Ｄ

補強板厚要領

補強板　不要

Web　板厚以上（片面）

Web　板厚×1.2倍以上（片面）

Web　板厚以上（両面）
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M20

M16 21（16.5）

M27

M30

M34以上
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ﾝ
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ﾙ
ﾄ
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29（24.5）

(40)

44

38

34

28

28

26

22

32

49 36

54 40

9d/5 4d/3

(40)
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(45)
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(55)

(60)

(60)

(60)

(60)

(70)

シーリング材

+バックアップ材

スライダー
+スライダーボルト

耐火目地材
+バックアップ材

ロッキング構法

タテパイプ

※取付詳細は各メーカー仕様による。

【　別図継手リスト　参照　】

【　別図継手リスト　参照　】

KS - 11　仕様書参照

（財）日本建築センタ ーによる一般評定「BCJ評定-ST0093-17」（平成30年9月21日付）

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の

自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

角形鋼管

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより

行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタ ルはベースパック

グラウト（グラウト材）を使用し

大きさは右図による。

ベースパック　型 

□-150×150 ～ □-300×300 用

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立て

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

(注)上記 1 ～ 10 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

形状（イ） 形状（ハ）

レベルモルタ ル（ベースパックグラウト）

AB A B (e) 呼び

(
e
)

M27 22 41 47

M30 24 46 53

M33 26 50 58

M36 29 55 64

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

呼び
L b

128

X

45

M36 D38 60770

M33 720

M30 695D32

D35

M27 650D29

133M30 695D32

M33 690,735D35 95,140

ii) アンカーフレーム Cタ イプ の場合

約
３
０
ｍ
ｍ

1

3

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。1.0～1.1

(注)上記 6 ～ 9 は現場状況により仕様が異なる場合がある。 55

g1 dt

9 28

材質

55 31

60 34 SS400

65 12 37

9

9

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）

注入枠

10
3

角形鋼管

2

< Aタイプ > < Cタイプ 　>

X

45

45

60M36

M27

M30

M33

M36

D38 770 130

※トップフープはダブルとし、

45

L

45

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資格者（ベース

パック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェックシート等に

より施工管理を行うものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

技術者等による。

2019年1月作成

２

２/３　程度

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Ｍナット

4 ベースパックグラウト(グラウト材)

5 定着座金

6 テンプレート

7 フレームポスト

8 フレームベース

9 ステコンアンカー

（コンクリートアンカー）

10 ベースプレート

３．構成部材・寸法

１．１ 構成部材

１．２ 柱脚の定着方法概要

３．１ ベースプレート ３．２ アンカーボルト（Mアンカーボルト）

３．３ Mナット

３．４ 定着座金

４．１ 形状・材質 ４．２ 配筋

４．３ 基礎立上がり

６．１ 基礎工事

６．２ アンカーボルト据付け

６．３ 配筋およびコンクリート打設

６．４ 建方

６．５ アンカーボルトの本締め（弛み止め）

６．６ ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

ベースパック柱脚工法　標準図
設計

施工

4

1

5

9

3

7

8

6

d

120 X b

d

L L

120 X 50

d d

235

BCR295

BCP235

鋼種 採用F値(N/mm  )２

295

STKR400

F値295N/mm 以下

●材質

SN490B 【JIS G 3136】

PM27

記号

M33

M36

35 110

適用
a1 c

18 34

t d

a
2

d

注入口

t

M27

M30PM30

PM33

PM36

31

28

10132

32 101

18

18

110

アンカーボルト

a
1

a2

45

42

42

35 45 18 37

３．５ 注入座金

c

ボルト孔

３．６ フレームベース

i) Aタ イプ ii) Cタイプ

１．工法概要

２．柱

４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

d

異形部

呼び名

呼び

d

単位 mm 単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

を行う。

異形部

呼び名

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

ベースパックグラウト

注1) 注1)

記号

a

寸法(mm)

ベースプレート

採用

15-12V （イ） 300t≦12

17-12V

20-09V

20-12V

25-09V

25-12V

25-16V

30-09V

30-12V

30-16V

30-19V

□-150×150

□-175×175

□-200×200

□-200×200

□-250×250

□-250×250

□-250×250

□-300×300

□-300×300

□-300×300

□-300×300

t≦12

t≦9

t≦12

t≦9

t≦12

t≦16

t≦9

t≦12

t≦16

t≦19

φ45

320

360

360

420

420

450

480

520

520

550

50

45

50

50

55

55

50

60

50

50

50

310

310

80

360

φ45

φ45

φ50

φ55

φ55

φ50

φ55

φ50

φ55

φ55

4-M27

4-M30

4-M30

4-M33

4-M36

4-M39

8-M33

4-M39

8-M30

8-M36

8-M36 12-D22

D13@100

本数-呼び

立上り筋 フープ筋

配筋

コンクリート柱型 

(mm)

最低h寸法

550

600

600

600

650

650

650

650

650

700

700

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

材質 形状

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

アンカーボルト柱

外径 板厚

250

280

310

310

360

370

240

420

310

310

340

寸法W(mm)

フレームベース

150

180

210

210

260

270

140

320

210

210

240

寸法X(mm)

フレームポスト間

135

135

135

135

150

150

135

150

135

150

150

J寸法

(mm)l1 l2

200

230

260

260

（イ）

（イ）

（イ）

（ハ）

（イ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

ベースパック

t

28

32

28

32

32

36

32

36

32

40

50

d(mm) (mm)

ﾌﾚｰﾑ

ﾀｲﾌﾟ

A

A

A

A

C

寸法D(mm)

500

610

530

560

560

680

700

740

630

620

710

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

図

ベ－スプレ－ト

α
1

適用板厚

T(mm)

溶接

方法

ア

ク

｜

溶

接

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

T

覆

被

6～

6～

ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

7

9

6

7

-2,+∞

(-3,+∞)

ルート面R(mm)

標準値 許容差

2

2

2

2

-2,+1

(-2,+2)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

開先角度α1(°)

標準値 許容差

α1：45

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

溶接

姿勢

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

許容差 ・記号+∞は制限無しを示す。

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

t＜32

板厚(mm)
溶接方法

SN490B

鋼種

予熱なし

低水素系被覆アーク溶接

CO ガスシールドアーク溶接

40≦t≦50

50 ℃

予熱なし

32≦t＜40

50 ℃

予熱なし

予熱なしSN490B

設計基準強度

(N/mm  )2

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

●コンクリ－ト

SD345(D19,D22)

●鉄筋

普通コンクリートとし、設計基準強度

SD295(D13,D16)

Ｄ

Ｄ

は21N/mm　以上とする。

柱型 寸法を標準から変更する場合は、

●形状

別紙「ベースパック柱脚工法における

柱型 寸法最大・最小値一覧」による。

２
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l1 l2 l3 l2 l1

M39 31 60 69

60M39 D41 770,810 98,135

80 12 40M39

M39PM39 11838 48 18 40

50 50W65

5
0

5
0

W
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50 50W

5
0

5
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W

基礎梁天端

あるいは

フーチング天端

立上り高さ

80

80

80

フープ筋

立上り筋

150以上

3
0

9
0
以
上

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との

許容差

e1

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容

差

標

準

許

e1

e
1

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

テ
ン
プ
レ
－
ト

中
心
線

柱
心

柱
心

（イ）

（イ）

A

A

A

C

C

C

12-D16

12-D19

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

12-D22

12-D22

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

標準ﾌﾚｰﾑ

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

３．７ アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型

天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

d

g1

g
1

d

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

ii) アンカーフレーム Cタ イプ の場合

g1 dt 材質

55 32

60 35 SS400

65 38

9

9

M30

M33

M36

単位 mm
g2

g
1

t

t

9

g2

168

173

178113

190

l3

-

-

-

-

-

-

-

260

260

290

490

基準強度
2

(N/mm )

490

490

490

490

490

基準強度
2

(N/mm )

490

490

基準強度

(N/mm  )2

岡部株式会社 旭化成建材株式会社

TEL03（3296）3515TEL03（3624）5336

iii) 特Cタ イプ

50 50W

5
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アンカーボルト

5
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50x
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以
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9
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h
寸
法

< 特Cタイプ >

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。

※

ｱﾝｶｰ

特C

-

-

-

-

-

-

710

740

-

640

710

-

-

-

-

-

-

440

-

510

510

540

-

-

-

-

-

-

300

-

370

370

400

標準ﾌﾚｰﾑ 特C 標準ﾌﾚｰﾑ 特C

TSC295

　柱型 上端近くに配置する。

※立上り筋の頂部にはフックを設け

なくてよい。
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注１）スパンとは梁(母屋)の中心間距離を言う。

□□

□ドリルねじ

□スポット溶接

□すみ肉溶接

□くぎ

□ドリルねじ

□スポット溶接

□すみ肉溶接

CS75･CS50

（３）標準溶接条件：右表

工　　程

デッキ焼抜き

押し込み・溶着

整　　形

敷　込　み

１）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ

数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。

ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚

梁フランジ板厚

６mm以上 １９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)

（４）溶接工の資格：JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者

手　　順　・　要　　領

（１）溶接機：交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上

溶 接 電 流

アーク発生１

２

３

４

（５）手順・要領：以下の１～４の順に行う。

溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、径10㎜弱で"の"の字を描いてデッキを焼抜く。

溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き上げる。スラブを除去して仕上がりを確認。

デッキを梁(母屋)になじませ(隙間２mm以下)溶接棒をデッキに垂直にしてアークを発生させる。

溶接棒を梁(母屋)上まで押込み、焼抜きの内側をなぞるように円中央へ2～3回転しながら運 棒。

棒径４mmφのもの

乗るように敷込む。（５０ｍｍ以上）

２）デッキプレートの溝部が各梁(母屋)上に

３）デッキプレートの長さ方向の梁(母屋)上

のかかり幅は、５０ｍｍ 以上に敷込む。

1) 検流計での計測

(1)デッキ相互の嵌合状況

2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用い

　　秒間溶接した時の溶接棒の消費長さが45～53mmであること。

　　てアーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０

(2)開口部の補強状況

検 査

墨　出　し

敷込み仮止め溶接

デッキ相互の接合

検　　査

２）くぎ

デッキと梁(母屋)との接合

４）すみ肉溶接

１）焼抜き栓溶接

施工順序 デッキと梁(母屋)との接合

２）打込み鋲

（２）鋲：

打鋲に失敗した鋲の頭部がじゃまして，増し打ちができない

場合は、グラインダーにてその鋲の頭部とワッシャーを取り

除き、その隣でデッキスパン方向10mm以内に増し打ちする。

ｄ

Ｄ

2)検査で不合格の場合は増打ちをする。

1)検査用測定ゲージを用いて立上がり長さを確認する。

梁(母屋)板厚に合った空砲と威力をセットする。

溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度

（１）使用工具：鋲打機（打込み鋲専用工具）

【焼抜き栓溶接】 【打込み鋲】

３）ドリルねじ

１）ドリルねじ

３）スポット溶接

ヒルティ鋲

床商品カタ ログ、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。

□事前検査

【そ　の　他】

1) 溶接箇所の確認 2) 焼き切れ、余盛り不足の有無

3) 標準余盛り径　：18mm以上

□溶接後の外観検査

スラグ除去後、梁にデッキを密着させて再溶接する。

　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。

□不良部の補修

□事前検査

□接合後の外観検査

□不良部の補修

（２）寸法(mm)：φ６以上ｘＬ20以上

（１）規　格　：ＪＩＳ Ｂ １１２４

梁(母屋)板厚が厚い場合は、デッキと梁(

母屋)に下穴を開けた後に、ドリルねじを

取り付ける。

注.「デッキ相互の接合」に使用するドリル

 　ねじとは、ねじの寸法(φ４ｘＬ13)が

   異なる。

空砲の種類及び選定についてはメーカーに確認する。

：鋲立上がり長さ

15

4.5

ＱＬルーフ屋根設計・施工標準

クローサー 梁耐火被覆用面戸クローサー

ＱＬルーフ50mm以上 50mm以上

焼抜き栓溶接、打込み鋲 焼抜き栓溶接、打込み鋲

 デッキを突き合わせた場合  デッキを離した場合  デッキを連続にした場合

又はドリルねじ 又はドリルねじ

 外周梁 デッキスパン方向

ＱＬルーフ

梁耐火被覆

　打込み鋲 　ドリルねじ　焼抜き栓溶接
アーク手溶接

デッキ品名 敷設形式

３.屋根システム耐火仕様

焼抜き栓溶接、打込み鋲

又はドリルねじ

注２）
梁(母屋)（１時間耐火被覆）

ＱＬルーフ（厚さ1.2、1.6）
焼抜き栓溶接、打込み鋲又はドリルねじ

梁(母屋)とデッキの接合
注３）

スパン
注１）

スパン

A-2A-1 A-3 A-4

焼抜き栓溶接、打込み鋲

又はドリルねじ

梁耐火被覆
支持スパン 認定番号

ＱＬルーフ
ＱＬルーフ ※ ※

梁耐火被覆
ＱＬルーフ

焼抜き栓溶接、打込み鋲
梁耐火被覆

 外周梁 デッキ幅方向  デッキ幅方向 デッキを連続した場合  デッキを離した場合  梁との間に隙間がある場合

焼抜き栓溶接、打込み鋲

梁耐火被覆
梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、打込み鋲

又はドリルねじ 又はドリルねじ
又はドリルねじ

焼抜き栓溶接、打込み鋲

又はドリルねじ

50mm以上200mm以下

A-5 A-6 A-7 A-8

（フラッシング）現場切断焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲

※

梁耐火被覆

 梁継手部 デッキ幅方向 デッキ幅方向 デッキを連続した場合  梁継手部 デッキスパン方向 デッキを連続にした場合

ＱＬルーフ

梁耐火被覆

デッキ受材ＦＢ６５×６等

（ＡＰＷの場合 ＦＢ６５×９等)

ＱＬルーフ

焼抜き栓溶接、打込み鋲

焼抜き栓溶接、打込み鋲

現場切断(デッキ)

梁耐火被覆

又はドリルねじ 又はドリルねじ
又はドリルねじ

溶接 又は

ドリルねじ(φ4-13) ＠600以下

※※

溶接 又は

ＱＬルーフ

 梁継手部 デッキ幅方向  梁との間に隙間がある場合 デッキを突き合わせた場合

梁耐火被覆

梁耐火被覆焼抜き栓溶接、打込み鋲
デッキ受材ＦＢ６５×６等

（ＡＰＷの場合 ＦＢ６５×９等)

焼抜き栓溶接、打込み鋲

※

現場切断（デッキ）

（フラッシング）現場切断
焼抜き栓溶接、打込み鋲

 梁継手部 デッキスパン方向

又はドリルねじ

又はドリルねじ

又はドリルねじ

ドリルねじ(φ4-13) ＠600以下

又はドリルねじ

200mm以下

50mm以上

梁耐火被覆

クローサー

A-9

B-3 B-4 B-5 B-6

A-10 B-1 B-2

焼抜き栓溶接、打込み鋲

又はドリルねじ

梁耐火被覆
*

*
*

*

*

*

*

*

* *

*

スポット溶接

 (溶接長さ15mm)

すみ肉溶接

 (溶接長さ15mm)

鉄筋φ9

・その他の認定番号 ：φ2.5×L32

・認定番号 FP030RF-0064：φ2.1×L32

くぎ

（φ4×L13）

ドリルねじ

２.くぎ

４.すみ肉溶接３.スポット溶接

１.ドリルねじ

ドリルねじ、くぎまたは溶接

ＱＬルーフ デッキ相互の接合
注４）注３）

*印「梁耐火被覆」については、設計「3.屋根システム耐火仕様」の注２)を参照下さい。

※部分が180mm を超える場合、断熱材敷設のための補強が必要となることがあります。詳細については、ご相談下さい。

注２）梁(母屋)の耐火被覆  梁(母屋)に１時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。

注３）梁(母屋)とデッキ間の接合は、デッキプレート１枚毎に３ヶ所とする。詳細は「２.梁(母屋)との接合」及び「施工」欄を参照。

注４）デッキ相互の接合については下記の通りとする。

４.デッキ相互の接合

５.アクセサリー

接合間隔

□採用項目に ﾚ を記して下さい。

QL99-75-16Y

QL99-75-12Y

QL99-50-16Y

QL99-50-12Y

連続支持

単純支持

連続支持

単純支持

連続支持

単純支持

連続支持

単純支持

QL99-50-12Y

QL99-50-16Y

QL99-75-12Y

QL99-75-16Y 連続支持

単純支持

連続支持

単純支持 2,800mm 以下

3,400mm 以下

3,400mm 以下

4,550mm 以下

設 計

標　準　納　ま　り

施

工

 接合

□その他：

平成14年４月16日国土交通省告示第326号に基づき、下記の仕様とする。

(デッキと母屋) 接合

□くぎ

QL99-50は、デッキスパン中央に１ヶ所接合する。

甘い場合は、１ｍ以下の接合間隔とすること。

□認定番号FP030RF-0064：＠450mm

但しQL99-50・QL99-75共に、敷込み時に嵌合が

焼抜き栓溶接、打込み鋲又はドリルねじ

梁(母屋)とデッキの接合

4,300mm 以下

3,450mm 以下

3,900mm 以下

3,200mm 以下

3,550mm 以下

2,850mm 以下

3,350mm 以下

2,650mm 以下

□FP030RF-0327

□FP030RF-0413

□FP030RF-0328

□FP030RF-0326

□FP030RF-0064

定尺2.4ｍ

デッキ割付の幅調整に用いる。

25 Ｗ（100～250）

1
3
.
5

デッキの小口ふさぎ

に用いる。

5
2

29
29

7
7

場合に用いる。定尺2.4ｍ

デッキ小口を連続してふさぐ 付属のネジで固定する。

ＱＬインサート

吊り荷重:980N(100kg)

BC75･BC50FS

フラッシング クローサー 天井吊り

梁耐火被覆用面戸に

用いる。

注）認定番号FP030RF-0064に記すドリリングタ ッピンねじは、JIS改訂により「タッピンねじのねじ山を持つドリルねじ(JIS B 1124)」に変更になっています。

*
*

（２）溶接棒：JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒

適正な溶接を行うため 1)または2)の方法で電流値をチェックする。

NCS75S･NCS50S

　　　　　ヒルティ鋲（X-ENP-19 L15：JIS G 3502 ピアノ線相当）

8.2～9.8

ＱＬルーフを屋根に用いた場合の設計・施工は、(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、

（４）作業資格：鋲メーカーの作業者資格認定制度に基づき施工技術を

２.詳細は鋲メーカーの施工要領にしたがって施工並びに検査を行う。

デッキを梁(母屋)になじませ鋲を打つ。鋲打ち

鋲打ち機調整

（３）施工指導及び施工：鋲メーカーが責任施工又は施工指導を行う。

梁(母屋)板厚に合った空砲と威力レベルをセットする。

（５）手順・要領：以下の１～３の順に行う。

修得した作業員が施工する。

立上がり長さ確認 検査用測定ゲージを用いて立上がり長さを確認する。

注１.閑静な場所では発射音の対策に注意。

手　　順　・　要　　領工　　程

３

２

１

φＤ

φｄ

［ISO 9001認証取得］

２.ＱＬルーフと梁(母屋)との接合

120

300

6060

5
0

300幅

180120 120

6012060

600

5
0

120

60 60

300

7
5

300幅

180 120120

60 120 60

600

7
5

ＱＬ９９-５０

板厚:1.2,1.6mm

ＱＬ９９-７５

板厚:1.2,1.6mm

（φ6×L19以上）

（φ6×L20以上）

１.材料／デッキプレート

材　質

JIS G 3352

SDP2G
□その他（ ）

□亜鉛めっき [□Z12　□Z27]

□JFEｴｺｶﾞﾙ

表 面 処 理

□QL99-75-16Y□QL99-50-16Y

□QL99-75-12Y□QL99-50-12Y *1 [□Y18　□Y27]

商 品 名

ＱＬルーフ

デッキプレート種類

開口部補強案

開口間隔≧３×開口径

１）開口がφ150程度の場合

開
口

部

ｗ

開口部

≧
Ｗ

ｗｗ

Ｌ

アングル

アングル

≧
Ｗ

ｗ開口部

Ｌ

小梁補強

３）ｗ＞600mmの場合

補強プレート

２）ｗ:600mm以下 ，Ｌ:900mm程度以下の場合

ソーラー架台基礎

断熱材

ＱＬルーフ

防水材
基礎

ナット、座金

断熱材

ドリルねじ

プレート

※本製品を耐火・準耐火建築物へ適用する際は、

予め建築主事にご確認ください。

※防水シートメーカー指定の納まりが優先されます。

※□で囲まれた部材以外は含まれておりません。

□

□

□

□

 そ の 他

特記

デッキ敷込み時にデッキ嵌合が甘い場合は、適切な処理を施して下さい。(「4,施工デッキ相互の接合」を参照)

□ □ その他

梁(母屋)板厚（ｔ）≧6mm

2.3㎜ ≦ 梁(母屋)板厚（ｔ）＜6mm

焼抜き栓溶接（φ18以上）

打込み鋲

ドリルねじ（φ6×L19以上） *3

□n=3

□n=4

□n=3

□n=4
端部 中間部 接合条件接合仕様

◎デッキスパン方向

接合部の作用する荷重に応じて接合箇所の個数を決定する。

デッキ端部梁(母屋)上

デッキ中間部梁(母屋)上

 Ｎs＝Ｗs／１.５Ｐa かつ３ヶ所/デッキ１枚以上

 Ｎc＝Ｗc／１.５Ｐa かつ３ヶ所/デッキ１枚以上

◎デッキ幅方向

接合箇所

Ｗｓ：デッキ端部梁(母屋)上部に作用する設計最大荷重(Ｎ/m)

Ｗｃ：デッキ中間部梁(母屋)上部に作用する設計最大荷重(Ｎ/m)

Ｎs ：デッキ端部梁(母屋)上の接合箇所数／ １ｍ幅

Ｐa ：接合部１個当たりの長期許容引張り力（Ｎ）

Ｎc ：デッキ中間部梁(母屋)上の接合箇所数／ １ｍ幅

６００ｍｍ以下

梁(母屋)

≦600 mm
焼抜き栓溶接、打込み鋲

又はドリルねじ

注）上記方法でデッキと梁（母屋）を接合しても、水平ブレースは削除できません。

水平ブレース（屋根面）は別途ご指示ください。

1,570N/本

デッキ板厚

  1,170N/ヶ所  4,000N/ヶ所

  1,560N/ヶ所　4,310N/ヶ所

１.２mm

１.６mm

接合強度一覧

焼抜き栓溶接 打込み鋲 ドリルねじ

端部 中間部 端部･中間部共　  端部･中間部共

端部 中間部 端部

梁(母屋)上のデッキ端部及び中間部接合箇所 n=4のとき

梁(母屋)上のデッキ端部及び中間部接合箇所 n=3のとき

(デッキ相互)*4

*4 いずれか一つを選択

*3 耐火仕様FP030RF-0064のみφ6×L20以上

*1 高耐食溶融めっき鋼板

*2 下記の接合箇所の項を参照

□焼抜き栓溶接

□打込み鋲

□ドリルねじ

□焼抜き栓溶接

□打込み鋲

□ドリルねじ

*2 *2

2,100N/本

2,200N/本

２０２２／ １０／ ３１

※接合は、焼抜き栓溶接　又は　打込み鋲　のいずれかを採用とする。

孔際あばら筋

コ型 補強筋

一般部と同径･同ピッチ

一般部あばら筋
Ａ

ダイヤレン

あばら筋中子筋

中間主筋拘束筋

1
5
d
以
上

（重ね長さ）10d以上
ロ型 補強筋

　 型鉄筋

1
5
d
以

上

5050

ダイヤレン

50

・水平方向補強筋の上下位置はダイヤレン外リングの上下筋に近接した位置とする。

・中間主筋拘束筋は、一般部あばら筋が中子タ イプの場合のみ必要となる。

・水平方向補強筋の鉄筋径は一般部あばら筋の径より１段上の鉄筋径以上とする。

Ｌ型 補強筋

中間主筋拘束筋

Ｌ型 タ イプ

ロ型 タ イプコ型 タ イプ

Ａ　SEC.

40

Ｈ1 Ｈ。

Ｈ1 ＝Ｅ／ ２＋鉄筋径／ ２

（２）ダイヤレンの被り厚さを40mmとしてへりあき

に示す。

（１）各ダイヤレンを使用した場合のコンクリート

面より孔心までのへりあき寸法(Ｈ。)を左表

寸法を決めている。 Ｅ

Ｈ。＝40＋Ｈ1

ダイヤレン

（１）補強設計によってダイヤレンが３枚以上になった場合は下図のように中子筋等に結束する。

施工不可

〈ＲＣ造の場合〉

〈ＳＲＣ造の場合〉
鉄骨スリーブ管

（２）ダイヤレンはあばら筋に対して斜め４５度の傾きをもって必要な耐力が期待できるため、

Ｄ

下図のような取り付けは、絶対行わないこと。

８．施工における注意事項

中子筋

ダイヤレン

《１組》

50

50

150φ～250φ

孔際あばら筋孔際あばら筋

100φ～125φ 300φ以上

50

《２組》

50 50

《３組》

ダイヤレン ダイヤレン

孔際あばら筋

ＨＨ

ＬＬ’

梁
柱柱

（２） 補強有効範囲内のあばら筋組数は一般部あばら筋ピッチによる組数以上とする。

築工事標準仕様書・同解説 ＪＡＳＳ５ 鉄筋コンクリート工事」による。

（１） 孔際あばら筋の組数は孔径に応じて上図のように配筋する。

３．貫通孔適用範囲

（１） 本仕様書は、ダイヤレンの標準仕様を定めるものであり、各設計における特記仕様は、本仕様書

に優先して適用する。

（２） 鉄筋

径の３倍以上とする。

１．一般事項

２．使用材料の適用範囲

ダイヤレン設計・施工標準仕様書
標　準　加　工　寸　法

（２） 本標準図に定めなき事項は、日本建築学会「鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」及び「建

（１） コンクリート

施 工梁貫通孔補強材

水平方向補強筋

・水平方向補強筋の本数は一般部あばら筋と同本数をそれぞれ上下に配筋する。

30d以上

Ｈ≧400φ

腹筋

ロ(コorＬ)型 補強筋

５．大孔径の場合の補強方法（４００φ以上の場合）

中間主筋拘束筋

・ＳＲＣ造有孔梁の場合

孔際あばら筋を孔際より50mm程度離して配置する。

筋等に結束する。

７．施工要領

４．ダイヤレン標準配筋図（孔際あばら筋の配筋要領）

（１） 型枠上にスリーブの心出しを行い、スリーブ両脇の

・ＲＣ造有孔梁の場合

（２）ダイヤレンはあばら筋の内側に挿入し、孔際あばら

（１）あばら筋の配筋前に、鉄骨スリーブ管にダイヤレン

をセットし、配筋後孔際あばら筋等に結束する。

９．開口芯のへりあき

（５） 横方向の開口位置は、柱際から開口中心までの距離（Ｌ'）を梁せい以上とする。

（４） 上下方向の開口位置は、梁せいの中心付近とする。

※開口を有する区間（補強有効範囲： ）のあばら筋の配置に当たっては次の点を守る事を原則とする。

（３） 開口中心間距離（Ｌ）は開口径の３倍以上とする。また、隣り合う開口径が異なる場合、大きい

（２） 開口径（Ｈ）は梁せいの１／３以下とする。

（１） 形状は円形または円に内接する矩形とし、矩形開口の場合その外接円を開口として設計する。

６．ダイヤレン標準加工寸法表

Ｃ

φ

Ｄ

Ｅ

Ａ
Ｂ

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅの各値は鉄筋芯の寸法を示す。

スリーブ径

100φ

125φ

150φ

175φ

200φ

250φ

300φ

350φ

400φ

450φ

500φ

550φ

600φ

650φ

700φ

750φ

タ イプ

D10

D13

D16

D19

D22

D25

D10

D13

D16

D19

D22

D25

D10

D13

D16

D19

D22

D25

D10

D13

D16

D19

D22

D25

D10

D13

D16

D19

D22

D25

D13

D16

D19

D22

D25

D13

D16

D19

D22

D25

D13

D16

D19

D22

D25

D16

D19

D22

D25

D16

D19

D22

D25

D16

D19

D22

D25

D19

D22

D25

D19

D22

D25

D19

D22

D25

D19

D22

D25

D19

D22

D25

各寸法

A

196

200

235

250

250

335

222

225

250

270

270

335

250

251

290

290

290

335

275

276

310

310

310

335

300

303

330

335

335

335

350

370

370

370

420

400

420

420

420

420

450

470

470

470

520

520

520

520

520

570

570

570

650

650

650

650

650

700

700

700

750

750

750

800

800

800

850

850

850

900

900

900

B

116

100

115

122

122

173

142

125

130

142

142

173

170

151

170

162

162

173

195

176

190

182

182

173

220

203

210

207

207

173

250

220

212

212

208

300

270

262

262

208

350

320

312

312

308

370

362

362

308

420

412

412

438

500

492

492

438

542

542

492

592

592

542

642

642

600

692

692

642

742

742

692

C

113

136

163

169

169

212

113

136

163

169

169

212

113

141

163

169

169

212

113

141

163

169

169

212

107

141

163

169

169

212

136

205

212

212

283

136

205

212

212

283

136

205

212

212

283

205

212

212

283

205

212

212

283

205

212

212

283

212

212

283

212

212

283

212

212

283

212

212

283

212

212

283

D

40

50

60

60

60

75

40

50

60

60

60

75

40

50

60

60

60

75

40

50

60

60

60

75

40

50

60

60

60

75

50

75

75

75

100

50

75

75

75

100

50

75

75

75

100

75

75

75

100

75

75

75

100

75

75

75

100

75

75

100

75

75

100

75

75

100

75

75

100

75

75

100

E

282

291

340

354

354

474

318

326

362

382

382

474

358

362

418

418

418

474

394

397

446

446

446

474

432

435

475

474

474

474

503

531

531

531

594

574

602

602

594

594

644

673

673

673

735

743

743

743

814

814

814

919

927

927

927

919

998

998

998

1069

1069

1069

1139

1139

1139

1210

1210

1210

1283

1283

1283

へりあき

H。

186

192

218

227

228

290

204

210

229

241

242

290

224

228

257

259

260

290

242

245

271

273

274

290

261

264

286

287

288

290

298

314

315

317

350

334

349

351

348

350

369

385

386

388

420

420

421

423

455

457

458

512

512

513

515

512

549

550

552

584

586

587

619

621

622

655

656

658

691

693

694

シール色

青

赤

黄

緑

橙

白

青

赤

黄

緑

橙

白

青

赤

黄

緑

橙

白

青

赤

黄

緑

橙

白

青

赤

黄

緑

橙

白

赤

黄

緑

橙

白

赤

黄

緑

橙

白

赤

黄

緑

橙

白

黄

緑

橙

白

黄

緑

橙

白

黄

緑

橙

白

緑

橙

白

緑

橙

白

緑

橙

白

緑

橙

白

緑

橙

白

735

コーリョー建販株式会社

ｈｔｔｐ：／ ／ ｗｗｗ．ｋｏｒｙｏ－ｋｅｎｐａｎ．ｃｏ．ｊｐ

Ｅ－Ｍａｉｌ：ｉｎｆｏ＠ｋｏｒｙｏ－ｋｅｎｐａｎ．ｃｏ．ｊｐ

ＴＥＬ   ０３-６９０２－５４５１(代)    ＦＡＸ   ０３-６９０２－５４５３

〒１１３－００２１　東 京 都 文 京 区 本 駒 込  １－４－３　

ＴＥＬ ０２２-２６１-８９８５　ＦＡＸ ０２２-２６５-１２６３

ＴＥＬ ０５２-２２８-７０６１　ＦＡＸ ０５２-２２８-７０６２

ＴＥＬ ０８２-２４６-７２３５　ＦＡＸ ０８２-２４６-７２４５

ＴＥＬ ０９２-４５２-８０２０　ＦＡＸ ０９２-４５２-８０２１

〒984-0816  仙 台 市　若　林　区　河　原　町　１－７－１４ 

〒460-0002  名　古　屋　市　中　区　丸　の　内　２－３－２３

〒550-0002　大　阪　市　西　区　江　戸　堀　３－７－８

〒730-0052  広　島　市　中　区　千　田　町　３－９－６

仙台

名古屋

大阪

広島

九州

（単位：mm（芯寸法））

・ダイヤレン：SD295A,SD295B,SD345

・あばら筋　：SD295A,SD295B,SD345,SD390

・主筋 ：SD295A,SD295B,SD345,SD390

ＴＥＬ ０６-６４４４-７７５１　ＦＡＸ ０６-６４４４-７７５３

420

〒812-0014  福　岡　市　博　多　区　博　多　駅　南　３－１－１

50

（BCJ-C1419（変1））

1
5
d
以
上

Ｆc＝18  ～ 36 N/mm
2

縮　　尺 内容表示

図面番号

図面種別

設 計 者 神崎町役場まちづくり課

S-05

構造仕様書-5

NON

工事種目

道の駅発酵の里こうざき新発酵市場棟新築工事

新発酵市場・トイレ棟新築工事

令和8年度



管柱
ホールダウン金物の

ボルトと角根平頭ボ

床梁

ルトのナットの重なり

ホールダウン金物自体

と筋かいの重なり

床梁（梁せいがＡの時、ボルト長さＬ＝Ａ＋８００を使用する。）

梁せい
筋かいが上下に

有る場合一方に有る場合

筋かいが上下の

梁せいによるボルト長さ （ｍｍ）

床梁との納まり

筋かい

Ａ Ａ＋４００ Ａ＋８００

１２０

１５０

１８０

２１０

５２０

５５０

５８０

６２０

９２０

９５０

９８０

１０１０

柱，梁，筋かい，アンカー等詳細図（１）

筋かいプレートとホールダウン金物を
同じ側に取り付ける場合の納まり　　

（土台が１２０ｍｍの時、座金付きボルトＬ＝５１０ｍｍを使用する）

穴を入れ換える

筋かいプレートの

ボルト穴と隣の釘

筋かい

ホールダウン金物

ＳＨＤＥ

土台筋かいプレートＢＰ－２

ホールダウン金物を柱芯からずらす

隣の釘穴を入れ換える

筋かいプレートのボルト穴と 角根平頭ボルト　Ｌ＝６８

柱筋かい

４５×１０５

引き寄せ　ボルト　φ１６

管柱

土台

ホールダウン金物の

ボルトと角根平頭ボ

ルトのナットの重なり

ホールダウン金物自体

と筋かいの重なり

（土台が１２０ｍｍの時、座金付きボルトＬ＝５１０ｍｍを使用する）

筋かい

大壁の場合の納め方

土台との納まり

土台

ボルト

厚さ　　

筋かいプレート

角根平頭ボルト

Ｌ＝６８

筋かい
筋かい

柱面

ホールダウン金物を柱芯より１５ｍｍずらす（内壁は大壁）

真壁の場合の納め方

ホールダウン金物を柱芯より５～７ｍｍずらす（内壁は真壁）

柱

筋かい ボルト芯

柱芯

筋かいプレート角根平頭ボルト（ずらした状態）

直交するときには上下

方向に４５ｍｍずらす

六角ボルトを共有できる

ようになるべく正対させる

直交する場合の納め方　　向い合わせの納め方

ホールダウン金物　ＳＨＤＢ

両側真壁（塗壁）における納まり

筋かい厚さ４５ｍｍはＯＫ、筋かい厚さ９０ｍｍ（５０ｍｍ以上）はＯＵＴ

片側真壁における納まり

筋かい　４５×１０５

柱　１２０×１２０

ホールダウン金物　ＳＨＤＢ

真壁（塗壁）における当て木の納まり

柱　１２０×１２０

柱

（ホールダウン金物とボルトに当たる場合は現場合わせで納める）

角根平頭ボルト（ずらした状態） 筋かいプレート

ホールダウン金物

筋かい

筋かい

筋かいプレート

当て木　３６×４０ｍｍ

当て木　３６×４０ｍｍ

短ざく金物

六角ボルト

六角ナット　Ｍ１２

六角ボルト　Ｍ１２

スクリューくぎ　ＺＳ５０

スクリューくぎ

短ざく金物　４５０×４０×３．２

角座金　Ｗ４．５×４０

９０×９０両筋かいの詳細図

柱　１２０×１２０

ボルトで締める筋かいプレート 直交する床梁と筋かいの納まり① 直交する床梁と筋かいの納まり②

特殊な床梁用大型筋かいプレート

筋かい

柱 柱柱

筋かい筋かい

床梁 床梁（小断面）

床梁（大断面）

現在の規格である筋かいプレートＢＰ－２

床梁

受け材として半柱を使用する場合、長い六角ボルトを使用する

ホールダウン金物の取り付く柱面と直交する柱面に面材を伸ばす

有効面材

有効面材

有効面材

有効面材

非有効面材

有効面材

半柱 半柱

半柱

受け材

受け材

有効面材

非有効面材

有効面材

有効面材

有効面材

有効面材 有効面材

有効面材

耐力壁（隅角及び入隅）の納まり

ホールダウン金物の取り付く柱面と直交する柱面に面材を伸ばす
有効面材

有効面材

半柱

受け材 受け材

有効面材

有効面材

非有効面材

有効面材

有効面材

有効面材

有効面材

半柱
受け材

有効面材

非有効面材

有効面材

有効面材

半柱

半柱

半柱

耐力壁（Ｔ字部）の納まり

受け材として半柱を使用する場合、長い六角ボルトを使用する

有効面材

柱の断面寸法が異なる場合の面材の納め方

柱の外面合わせ、内壁側は一部の柱を欠き取り調整

柱芯合わせ、外壁内壁とも、一部の柱を欠き取り調整

柱の外面合わせ、内壁側は受け材で調整

柱芯合わせ、外壁側も内壁側も、受け材で調整

欠き取り 胴縁

欠き取り 胴縁 受け材

受け材
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＋
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３０

９０

６０

６０

９０

３０

柱，梁，筋かい，アンカー等詳細図（２）

ひら金物（ＳＭ－４０）

すみ柱、出すみ（直交する胴差がほぼ同寸でかつ同一高さで取合う場合）

Ｃ

短ほぞ差し

大入れ片あり

羽子板ボルト（ＳＢ・Ｅ）

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｃ

ＡＢ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

すみ柱に準ずる柱

間仕切桁

大入れあり掛け

（胴差と同寸程度の間仕切桁が胴差と直交して取合う場合）

ひら金物（ＳＭ－４０）

羽子板ボルト（ＳＢ・Ｅ）

短ほぞ差し

（アンカーボルト詳細図）

デッキプレート穴明けの上ボルト貫通締め

デッキプレート

軽量コンクリート

Ａ．ＢＯＬＴ　Ｍ１６

鉄骨下地が無い場合の納まり図

鉄骨造との混構造納まり

木土台

Ａ．ＢＯＬＴ　Ｍ１６

Ｈ鋼梁に穴明けの上ボルト貫通締め

デッキプレート

鉄骨大梁又は、小梁

鉄骨下地が有る場合の納まり図

木土台

Ａ．ＢＯＬＴ　Ｍ１６

デッキプレート

鉄骨大梁又は、小梁

鉄骨下地が有る場合の納まり図

軽量コンクリート

ナット付きボルトをデッキプレートを介して鉄骨梁に溶接

鉄骨下地が有る場合の納まり図

Ａ．ＢＯＬＴ　Ｍ１６

木土台

木下地（パッキン）

アンカーボルトフックの上、鉄骨梁に溶接

（Ｌは片側溶接１０ｄ以上又は、両面溶接５ｄ以上）

鉄骨大梁又は、小梁

ベランダ等はね出し梁と柱が取り合う場合

ホールダウン金物

通し柱

胴差

はね出し梁

ひら金物（ＳＭ－４０）

筋かいの仕口（上下共）

ＢＰ－２

羽子板ボルト（ＳＢ・Ｅ）

ひら金物（ＳＭ－４０）

羽子板ボルト（ＳＢ・Ｅ）

すみ柱、出すみ（直交する胴差の成が異り段違いに取合う場合）

Ａ

ＡＢ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ａ
ホールダウン金物接合図（基礎と柱を緊結） ホールダウン金物接合図（上下階の柱を緊結・梁と柱を緊結）

木土台

軽量コンクリート

胴差

締め代

基礎（ＲＣ）

アンカーボルト A40

ＨＤ用アンカーボルト A60(A70)

六角ボルト(M12)又は、ラグスクリュー(LS12)

基礎パッキン h=20

土台(120×120)

梁(120×120～270)

柱(120×120)

柱

六角ボルト(M12)又は、
ラグスクリュー(LS12)

柱(120×120) 両引きボルト M16

梁(120×120～270) 梁(120×120～270)

六角ボルト(M12)又は、
ラグスクリュー(LS12)

ラグスクリュー(LS12)
六角ボルト(M12)又は、

柱(120×120)

柱(120×120)

接合金物取付図（Ｚ・Ｃマーク表示金物）

偏芯座金付ボルト M16W

ホールダウン金物（S-HD）

ホールダウン金物(S-HD)

ホールダウン金物(S-HD)
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縮　　尺 内容表示

図面番号

図面種別

設 計 者 神崎町役場まちづくり課

S-06

構造仕様書-6

NON

工事種目

道の駅発酵の里こうざき新発酵市場棟新築工事

新発酵市場・トイレ棟新築工事

令和8年度



軸組工法用金物規格図

使用の

有　無

※Zマーク、Dマーク、Sマーク表示金物又はメーカー同等品の使用は可能とする。

接合金物 接合金物 （単位：ｍｍ）（単位：ｍｍ） 使用の

有　無 種類・記号種類・記号 形　状・寸　法 形　状・寸　法用　途使　用　接　合　具 使　用　接　合　具 用　途

　柱・たて枠相互の緊結に引き寄せ金

　物を使用する時に併用

アンカーボルト（Ａ－６０，Ａ－７０）

　に併用

　引き寄せ金物（ＨＤ－Ｂ，ＨＤ－Ｎ）

　に併用

　玄関の独立柱等の柱脚

　小屋ばりと軒げた、軒げた

　と柱、はりと柱及び胴差と

　通し柱の連結

　六角袋ナット　Ｍ１２

　六角ナット　　Ｍ１２

　六角ボルト　　Ｍ１２

スクリューくぎ　　ＺＳ５０

　太めくぎ ＺＮ６５ 　引張りをうける柱の上下の

　接合

　基礎と土台の緊結

　土台と柱・たて枠との緊結に引き寄

　せ金物を使用する時に併用

Ｍ１６Ｗ

座金付きボルト

アンカーボルト

かど金物　

羽子板ボルト

ＳＢ・Ｅ　　

柱脚金物　

ＰＢ－３３

ＰＢ－４２

PB-33 PB-42

　全ねじボルト　Ｍ１２×１１５

　又は

ＳＢ・Ｅ　　

Ｌ（ｍｍ）：２８０，３１０，３４０，３７０，４００，４３０

　角　座　金　　Ｗ　４．５×４０

ＣＰ・Ｌ　

ＣＰ・Ｌ　

ＣＰ・Ｔ　

ＣＰ・Ｔ　

　角座金　Ｗ　９．０×８０　又は

　丸座金　ＲＷ　９．０×９０を併用

六角ボルト

六角ナット

Ｍ１６

Ｍ１２

Ｍ１６

Ｍ１２

角座金

丸座金

Ｗ９．０×８０

ＲＷ９．０×９０

角座金

Ｗ６．０×５４

太めくぎ

スクリューくぎ

角座金

ＺＮ４０

ＺＮ６５

ＺＮ９０

ＺＳ５０

Ｗ４．５×４０

アンカーボルト

Ａ

六角ボルト

六角ナット

六角袋ボルト

全ねじボルト

かすがい　　

手違いかすがい

（右ひねり及び

左ひねり）

ＣＣ１２０

ＣＣ１２０

Ｃ１２０

Ｃ１５０

Ｍ１２

Ｍ１２

Ｍ１２    

Ｍ１２×１１５

（注）平くぎ，角根平頭ボルト及び小型角座金は，それぞれ特定の接合金物に付属する専用の接合具で，前記金物の表中に記載されているとおりである。

１８０，１９５，２１０，２２５，２４０，２５５

Ｌ（ｍｍ）　１１０，１２５，１４０，１５０，１６５

２７０，２８５，３００，３１５，３３０，３４５

３６０，３７５，３９０，４０５，４２０，４３５

４５０，４８０，５１０，５４０，５７０，６００

　六角ボルト　　２－Ｍ１２

　六角ナット　　２－Ｍ１２

Ａ－７０

Ａ－６０

ｔ＝４．５

ｔ＝４．５

８５ ９０

２
５

０
８

５

４０ ９０

２
２

０
２

０
０

９０ ９０

Ｍ１２

ｔ＝３．２

４
０

１３０
Ｌ

２
０

０

２
０

０

２５
２５

２
５

２
５

１５０
１５０

ｔ＝２．３
ｔ＝２．３

１１２

１００

Ｍ１６φ１６

５０

Ｍ１６
φ１６

ｔ＝９．０
８
０

８
０

Ｌ

２４
Ｌ

４０

２４ １３

１０

φ１６
φ１２

Ｍ１２
Ｍ１６

ｔ＝９．０ ｔ＝９．０

８０

８
０

φ
　

９
０

５
４

５４

ｔ＝６．０

５
０

４００

４
０

４０

ｔ＝４．５

４．５

５０

１
０

７
．
１
４

１
．
５

３
８
．
１

６
３
．
５７

．
１
４

１
．
５

８
．
７
４ ８

８
．
９

１
．
９

Ｍ１２

１１５ １０

４
５

６．０

１２０，１５０

４
５

４
５

６
．
０

１
２
０
，
１
５
０

４
５

６
．
０

４
５

１
２
０
，
１
５
０

Ｍ１２

８ Ｌ １０

Ｍ１２

６００，７００，９００

Ａ－９０

ホールダウン金物規格図

使用の

有　無

使用の

有　無

ホールダウン金物（引き寄せ金物） ホールダウン金物（引き寄せ金物） （単位：ｍｍ）（単位：ｍｍ）

記　　号 記　　号 形　状・寸　法形　状・寸　法 使　用　接　合　具　，　用　途 使　用　接　合　具　，　用　途

ＨＤ－Ｂ１０

記　　号 形　状・寸　法 使　用　接　合　具　，　用　途

使用の

有　無

筋かいプレート （単位：ｍｍ）

ＨＤ－Ｂ１５

ＨＤ－Ｂ２０

Ｓ－ＨＤ１０

Ｓ－ＨＤ１５

Ｓ－ＨＤ２０

Ｓ－ＨＤ２５

ＢＰ－２

（柱・たて枠へ） （土台へ）

　　六角ボルト　　２－Ｍ１２

　　六角ナット　　２－Ｍ１２

　　又はラグスクリュー　２－ＬＳ１２

　座金付きボルト　１－Ｍ１６Ｗ

　六角ナット １－Ｍ１６

　六角ボルト　　１－Ｍ１６

　六角ナット　　１－Ｍ１６

（用途）　１，土台と柱・たて枠の緊結 ２，上下階の柱・たて枠相互の緊結

　　角座金　２－Ｗ　４．５×４０ 　角座金　１－Ｗ　６．０×５４ 　角座金　２－Ｗ　６．０×５４

（柱・たて枠へ）

　　六角ボルト　　３－Ｍ１２

　　六角ナット　　３－Ｍ１２

　　又はラグスクリュー　３－ＬＳ１２

（土台へ）

　座金付きボルト　１－Ｍ１６Ｗ

　六角ナット １－Ｍ１６

（柱・たて枠相互の緊結の金物相互は）

（柱・たて枠相互の緊結の金物相互は）

　六角ボルト　　１－Ｍ１６

　六角ナット　　１－Ｍ１６

（用途）　１，土台と柱・たて枠の緊結 ２，上下階の柱・たて枠相互の緊結

　　角座金　３－Ｗ　４．５×４０ 　角座金　１－Ｗ　６．０×５４ 　角座金　２－Ｗ　６．０×５４

（柱・たて枠へ）

　　六角ボルト　　４－Ｍ１２

　　六角ナット　　４－Ｍ１２

　　又はラグスクリュー　４－ＬＳ１２

（用途）　１，土台と柱・たて枠の緊結 ２，上下階の柱・たて枠相互の緊結

（土台へ）

　座金付きボルト　１－Ｍ１６Ｗ

　六角ナット １－Ｍ１６

　六角ボルト　　１－Ｍ１６

　六角ナット　　１－Ｍ１６

（柱・たて枠相互の緊結の金物相互は）

　　角座金　４－Ｗ　４．５×４０ 　角座金　１－Ｗ　６．０×５４ 　角座金　２－Ｗ　６．０×５４

（土台へ）

　座金付きボルト　１－Ｍ１６Ｗ

　六角ナット １－Ｍ１６

　六角ボルト　　１－Ｍ１６

　六角ナット　　１－Ｍ１６

（柱・たて枠相互の緊結の金物相互は）

（柱・たて枠相互の緊結の金物相互は）（柱・たて枠へ）

　六角ボルト　　１－Ｍ１６

　六角ナット　　１－Ｍ１６

（用途）　１，土台と柱・たて枠の緊結 ２，上下階の柱・たて枠相互の緊結

　　六角ボルト　　２－Ｍ１２

　　六角ナット　　２－Ｍ１２

　　又はラグスクリュー　２－ＬＳ１２

（土台へ）

　座金付きボルト　１－Ｍ１６Ｗ

　六角ナット １－Ｍ１６

　　角座金　２－Ｗ　４．５×４０

（土台へ）

　座金付きボルト　１－Ｍ１６Ｗ

　六角ナット １－Ｍ１６

（用途）　１，土台と柱・たて枠の緊結 ２，上下階の柱・たて枠相互の緊結

３，真壁仕様の場合、取り付ける幅が狭い時

　　六角ボルト　　３－Ｍ１２

　　六角ナット　　３－Ｍ１２

　　又はラグスクリュー　３－ＬＳ１２

（柱・たて枠へ）

　六角ボルト　　１－Ｍ１６

　六角ナット　　１－Ｍ１６

（柱・たて枠相互の緊結の金物相互は）

（柱・たて枠相互の緊結の金物相互は）

（柱・たて枠相互の緊結の金物相互は）

（柱・たて枠へ） （土台へ）

　座金付きボルト　１－Ｍ１６Ｗ

　六角ナット １－Ｍ１６

（用途）　１，土台と柱・たて枠の緊結 ２，上下階の柱・たて枠相互の緊結

３，真壁仕様の場合、取り付ける幅が狭い時

　　六角ボルト　　４－Ｍ１２

　　六角ナット　　４－Ｍ１２

　　又はラグスクリュー　４－ＬＳ１２

　六角ボルト　　１－Ｍ１６

　六角ナット　　１－Ｍ１６

（柱・たて枠へ） （土台へ）

　座金付きボルト　１－Ｍ１６Ｗ

　六角ナット １－Ｍ１６

　　六角ボルト　　５－Ｍ１２

　　六角ナット　　５－Ｍ１２

　　又はラグスクリュー　５－ＬＳ１２

（用途）　１，土台と柱・たて枠の緊結 ２，上下階の柱・たて枠相互の緊結

３，真壁仕様の場合、取り付ける幅が狭い時

　六角ボルト　　１－Ｍ１６

　六角ナット　　１－Ｍ１６

　　角座金　３－Ｗ　４．５×４０

　　角座金　４－Ｗ　４．５×４０

　　角座金　５－Ｗ　４．５×４０

（柱へ）

スクリューくぎ　　５－ＺＳ５０

（土台・横架材へ）

スクリューくぎ　　５－ＺＳ５０

（筋かいへ）

スクリューくぎ　　７－ＺＳ５０

　　角根平頭ボルト　　１－Ｍ１２

　　六角ナット １－Ｍ１２

（用途）　筋かい（４５×９０ｍｍ）の柱、土台・横架材への緊結

　　小型角座金　１－Ｗ　２．３×３０

Ｆ－ＨＤ１５

Ｆ－ＨＤ２０

Ｆ－ＨＤ２５

Ｆ－ＨＤ３０

（柱・たて枠へ）

　　六角スクリュー　φ６．０×９０

ＨＤ２０→　６本

ＨＤ１５→　４本

（用途）　１，土台と柱・たて枠の緊結 ２，上下階の柱・たて枠相互の緊結

ＨＤ２５→　８本

ＨＤ３０→１０本

３，真壁仕様の場合、取り付ける幅が狭い時

３，真壁仕様の場合、取り付ける幅が狭い時
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※Zマーク、Dマーク、Sマーク表示金物又はメーカー同等品の使用は可能とする。

ボルト締箇所
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０
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５
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根　太

床ばり

根太

渡りあごかけ

床ばり

根太

床ばり

構造用合板

床組の取合い（ロ）

床火打ばりは省略できる

床組の取合い（ホ）

構造用合板

受け材で固定する方法

床組の取合い（ハ）

和室洋室
受け材

剛な床組詳細図

床組の取合い（イ）

和室洋室

床組の取合い（ニ）

際根太で固定する方法

構造用合板

際根太

胴差

柱
コーナーを欠いて釘打ちする

隅角部では柱があるため構造用合板の

胴差

剛な床組詳細図（さね加工を施した合板）

床ばり

根太

根　太

構造用合板

床組の取合い（ハ）

床組の取合い（イ）

床火打ばりは省略できる

床組の取合い（ニ）

根　太

構造用合板

床組の取合い（ロ）

（１） 床　組　１　（２階・３階床）　（剛な床組…その１）

　　床ばり、胴差に直行する根太は渡りあごかけとし釘２Ｎ７５を斜め

　　打ちとする。また、床ばり、胴差の際に際根太又は受け材を添えつ

　　け床板構造用合板の四周辺を固定する。際根太、床ばり、胴差へＮ

　　９０釘打ち間隔３０３ｍｍで平打ちする。

１，水平構面の剛性が十分期待できる床の施工（剛な床組）

（床の剛性は耐力壁線に囲まれた構面を単位に考える）

次のイ，ロ，を満足すること

イ，床下地板は構造用合板１２ｍｍ以上を使用し、合板の四周辺は床ばり、

胴差又は受け材等に固定する。

　　又は根太受け金物等を用いて床ばり、胴差に留めつける。この場合

　　構造用合板を床ばり、胴差に釘で直ばりすることが重要である。

　　ただし、隅角部では柱があるため構造用合板のコーナーを欠いて釘

　　打ちする。

ａ，根太と床ばり、胴差の上端高さが同じ場合の施工方法

ｂ，根太と床ばり、胴差の上端高さが異なる場合の施工方法

　　根太は床ばり、胴差に大入れ落しこみ釘２Ｎ７５斜め打ちとするか、

コーナーを欠いて釘打ちする

隅角部では柱があるため構造用合板の柱

胴差

床ばり

構造用合板

根太

継目下の受材

床ばり

根太

剛な床組詳細図

床組標準詳細図

床梁

長辺部分
外周部のみ

床梁

床梁

床梁 胴差

釘(N75@150)

釘(N75@150)

さね加工（接着材を塗布）

長辺部分は外周部のみ釘打ち

床板又は床下地板の施工方法

構造用合板の継手は根太上で突きつけ継ぎとし継目下に受材（４．５ｃｍ

×４．５ｃｍ）を設ける。

（ハ）釘打ち　構造用合板の釘打ちはＮ５０を用いて釘打ち間隔１５０ｍｍ以下

（イ）種類　厚さ１２ｍｍ以上の構造用合板を用いる。そのサイズ３×６版とし

小間切れしたものは使用しない。

（ロ）張り方　構造用合板の長手方向を根太と直交させかつ、千鳥張りとする。

（ニ）床根太の寸法は４５×１０５ｍｍを標準とし、その根太間隔は４５５ｍｍ

以下とする。ただし、床ばり間隔は１８２０ｍｍ以下とする。

で床根太又は床ばり、胴差、受け材等に平打ちする。

接合金物

くら金物（ＳＳ）折曲げ金物（ＳＦ）

ひねり金物（ＳＴ）

接合金物他詳細図（Ｚマーク表示金物）

ＳＴ－９，ＳＴ－１２ ＳＴ－１５

（３）屋根・小屋組の耐風対策

１．屋根面や軒先及びけらばの部分には大きな吹上げ力が働く。

　　特に軽い屋根で勾配がゆるい場合はその値は大きくなる。小屋組は

　　水平構面の剛性を高めるためと、風に抵抗するために全体の一体化が必要である。

２．以下小屋組の各部について述べる。

①小屋火打ちばり

火打ちばりは耐力壁線に囲まれた隅角部には必ず挿入する。

小屋組の一体化を図るために、小屋束相互及びはり、桁にまたがり

②小屋筋かい及び桁行筋かい、振れ止め

筋かい１５×９０ｍｍ以上、釘（２－Ｎ５０）にて固定する。

③軒

軒先部は吹上げが大きくなるので、タルキと軒桁はくら金物等で緊結する。

④タルキ

軒先や、妻側又は棟部のタルキは吹上げが大きく働くので棟木及び

母屋への緊結方法を考慮する。例としてはそれぞれくら金物等にて緊結する。

⑤棟木母屋

棟木と第２母屋も吹上げる力が大きくなるので小屋束に十分注意して留付ける。

小屋束下部と小屋ばりあるいは妻はり桁との留付けも同様に十分注意して留付ける。

⑥小屋束

（ホ）床ばり、胴差の仕口補強

柱と床ばり・胴差、床ばりと胴差の仕口は、金物、ボルトにより十分緊結

補強する。

床板の施工方法

（イ）種類　厚さ24mm以上の構造用合板を用いる。そのサイズ3×6版

(910×1820)とし小間切れしたものは使用しない。

（ロ）張り方　構造用合板の長手方向を梁に対して直角とし、千鳥張

りにするのが望ましい。(接着材併用釘打ちの場合を除く)

（ハ）釘打ち 構造用合板の釘打ちはN75又はCN75を用いて釘打ち間隔

150mm以下で床梁又は胴差に平打ちする。

（ニ）床梁、胴差の仕口補強

柱と床ばり・胴差、床ばりと胴差の仕口は、金物、ボルトによ

り十分緊結補強する。

柱

柱

構造用合板 t=24

構造用合板 t=24

間隔にはり間方向又はけた行方向に配置する。

ロ，断面寸法１０５ｍｍ×１０５ｍｍ以上の床ばりを１８２０ｍｍ内外の

（２） 床　組　２　（２階・３階床）　（剛な床組…その２）

１，根太を用いず、直接、床下地板を床梁又は胴差に留め付ける場合は次による。

　（床の剛性は耐力壁線に囲まれた構面を単位に考える）

次のイ，ロ，ハ，ニを満足すること

構造用合板の外周部分各１列、その間に１列以上になるように、Ｎ７５釘を

ハ，床下地板にさね加工を施した構造用合板を用いる場合は、床梁又は胴差に、

用いて１５０ｍｍ以下の間隔で平打ちして固定する。

ニ，断面寸法 105mm×105mm 以上の床梁を 910mm内外の間隔に梁間方向又は桁行

方向に配置する。

する。

イ，下地板の品質は、合板のＪＡＳに適合する構造用合板で、厚さは24mm以上と

ロ，下地板は、その四周囲を床梁又は胴差に直接留め付ける。N75 釘を用い、間

隔 150mm以下で平打ちして固定する。

構造用合板
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０
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ｍ
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以
内

釘
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・使用材料

コンクリート　：　設計基準強度　Fc  =  24　N/mm2

鉄　筋 ：　SD295A　（　D10　～　D16　）

：　SD345　 （　D19　～　D25　）

品質基準強度　Fq  =  24　N/mm2　

スランプ ：　　18　cm以下　

水ｾﾒﾝﾄ比 　最大値　 ：　　55　％

単位ｾﾒﾝﾄ量 最小値　 ：　　270 kg/m3

共通事項

・基礎形式：直接（ベタ）　基礎　（　地盤補強計画　　【　有　】 ・　無　）

支　持　層 ：　　粘性土　　層（地盤補強 D-BOX 支持を含む）

設計長期地耐力　：　　fe　=　50.0　kN/㎡（外部庇基礎範囲を除く）

基礎下端レベル  ：　　GL - 1.30 m、2.00 m （　FS下端　）

※調合管理強度 Fm は JASS5(2018)

Fq + mSn を考慮して算出とする。

3
6
5
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※計画範囲の地盤調査報告書から、地盤改良（D-BOX工法）を採用して設計長期地耐力を確保とする。

工事監理者は、地盤改良検討書及び地盤改良計画書等を確認する。

その他現場状況で基礎条件の確保が困難な状況が生じた場合は地盤補強の再検討を行い

審査機関等に対して、軽微報告又は計画変更等の手続きを遅延なく実施とする。

GL-1650

GL-1650

GL-1650

GL-1650GL-1650

GL-1650

GL-1650

GL-1650GL-1650

GL-1650GL-1650

GL- 950 GL- 950

GL- 950 GL- 950

GL- 950 GL- 950

GL- 950 GL- 950

GL- 950 GL- 950 GL- 950

GL- 950

GL- 950

GL- 950

GL- 950

設計GL = 平均GL -100

※BPL 下端:GL -  170

※FG  上端:GL -  200

※FG  下端:GL - 1300、2000

※基礎下端:GL - 1300、2000 

・基礎梁天端レベルは、　「GL-   200」　とする。

・柱脚符号は、FC1、FC2 710×710　別図参照

・隣地境界線までの寸法は配置図（意匠配置図）を参照の事とする。

・基礎梁下端レベルは、　「GL-  1300、2000」　とする。

・基礎　下端レベルは、　「GL-  1300、2000」　とする。

・柱脚符号は、FC11、FC12、FC13　630×630　別図参照

　外部庇範囲　基礎形式：直接（布）　基礎　（　地盤補強計画　　【　有　】 ・　無　）

支　持　層 ：　　粘性土　　層（地盤補強 D-BOX 支持を含む）

設計長期地耐力　：　　fe　=　30.0　kN/㎡（外部庇基礎範囲を除く）

基礎下端レベル  ：　　GL - 0.95 m 
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縮　　尺 内容表示

図面番号

図面種別

設 計 者 神崎町役場まちづくり課

S-09

発酵市場・トイレ棟　基礎伏図

1/100

工事種目

道の駅発酵の里こうざき新発酵市場棟新築工事

新発酵市場・トイレ棟新築工事

令和8年度

AutoCAD SHX Text
・隣地境界線までの寸法が小さい為に施工計画を十分に行う事。
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1階　床伏図 S = 1/100
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【　見下図　】

・1階床 （構造床）レベルは、「GL ±　0」　とする。 1階計画　設計考慮積載荷重

L.L（店舗・厨房・トイレ） 2900 -  2400 -  1300 N/㎡

L.L（店舗集会）　　　　　 3500 -  3200 -  2100 N/㎡

L.L（店舗倉庫）　　　　　 5000 -  4000 -  3250 N/㎡

倉庫積載　5000N/㎡　100％　-　80％　-　65％　採用
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・外構工事は全て施工図又は外構工事図にて検討とする。

また、全ての外構工事は計画建物に干渉しない計画とする。

外構工事（土間床及びアプローチ、スロープ等）は意匠図記載の

範囲で施工計画とし、仕様（コンクリート厚、補強筋、仕上等）は

意匠平面図の記載を参照とする。

・外構工事は全て施工図又は外構工事図にて検討とする。

また、全ての外構工事は計画建物に干渉しない計画とする。

外構工事（土間床及びアプローチ、スロープ等）は意匠図記載の

範囲で施工計画とし、仕様（コンクリート厚、補強筋、仕上等）は

意匠平面図の記載を参照とする。
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【　トイレ　】
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・外構工事は全て施工図又は外構工事図にて検討とする。

また、全ての外構工事は計画建物に干渉しない計画とする。

外構工事（土間床及びアプローチ、スロープ等）は意匠図記載の

範囲で施工計画とし、仕様（コンクリート厚、補強筋、仕上等）は

意匠平面図の記載を参照とする。
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RC立上りを示す。（配筋はリスト参照）



　捨てｺﾝｸﾘｰﾄ：50mm以上とする。
土間床下　地業工事は

土間床配筋のFGに対する定着なし

　砂利地業　：50mm以上（要　転圧）

※土間床施工時に地業の転圧効果の管理を行う。

地盤支持力：「　15.0kN/㎡以上　」を確認とする。

支持力確認は、工事監理者の指示で根切レベルで行う。

参考）SWS試験・平板載荷試験・表面探査波試験

コンペネ試験・キャスポル試験等

※工事監理者が適切なかぶり厚を十分に管理出来る場合は

捨てコンクリート地業のみを省略可能な対象工事とする。

但し、審査機関に対して軽微報告等は事前に行うこと。

※柱脚周辺及びFG、FB周辺際及びに収縮目地(幅20mm以上)

を施工する。（収縮目地の材質は木材以外とする）

状況に応じて、土間床にひび割れ誘発目地を

約3.0m間隔以内に設ける。（カッター目地の採用可）

※地盤状況により土間床直下の地盤に対して

想定の支持力（15.0kN/㎡以上）が見込めない場合は

工事監理者と協議を行い表層改良又はその他地盤補強を

適宜検討し監理者承認の上で地盤補強を施工とする。

コンクリート　：　設計基準強度　Fc  =  18　N/mm2　以上
品質基準強度　Fq  =  18　N/mm2　以上　

外部庇範囲　土間床(土間コンクリート床)
　補強筋：D10 - @200（シングル）

土間床 施工要領

　t = 150mm

※ Y方向（  FG3、FG4、FG5、FG14、FG15、15A、FG16、FG17、FG18、FG19、FG25、FG26  ）の配筋を優先（外側）とする。

・幅止め筋は、D10-@600 以下
基礎梁部材リスト　　 S = 1/40

b × D

設計GL

FG1

500 × 1100

4 - D13

中　央

 3 - D22

 3 - D22

 3 - D22

 3 - D22

※かぶり厚さについては、構造仕様書　を参照とする。

- D13 - @150

500

1
1
0
0

2
0
0

設備用配管

基本的には仕様書の範囲で計画とするが、対応が難しい場合は

既製品スリーブ（認定品）で施工計画することは設計許容範囲とする。

既製品開口補強筋（ダイヤレン）等を使用する場合は

メーカー仕様書（S - 5）及び検討書を参照とする。

使用鉄筋強度は下記とする。

D10 - D16：SD295A

D19 - D25：SD345

D29 - D32：SD390・・・採用なし

使用コンクリート強度は下記とする。

基礎・基礎梁　設計基準強度：Fc 24 N/mm2

基礎部材　共通事項

D10-@150

FG増打　配筋要領　　S = 1/40

GL

L
2

※補強筋は、空き寸法が確保可能を条件に
　工事監理者の判断で重ね継手加工
　の採用を可とする。

3-D19（B=500mm)
補強筋

端　部

500 × 1100

4 - D13

 4 - D22

 4 - D22

 4 - D22

 4 - D22

- D13 - @150

2
0
0

D10-@150

L
2

2-D19（B=400mm)
補強筋

2
0
0

増打範囲

500

※柱脚部周辺は立上縦筋の定着が出来ない為に

　横筋を連続配筋とする。

短辺方向（主　筋）

床部材リスト

350mmFS 1

Sn　配筋のFG内定着あり

(耐圧ｽﾗﾌﾞ)

使用鉄筋強度は下記とする。

D10 - D16：SD295A

D19 - D25：SD345

D29 - D32：SD390・・・採用なし

使用コンクリート強度は下記とする。

基礎・基礎梁　設計基準強度：Fc 24 N/mm2

基礎部材　共通事項

立上り部分配筋要領　　S=1/40

5
0
0

D10-@200

2
0
0

D10

5
0
0

L
2

120 120

D10-@200

D13・D16 - @150 D13・D16 - @150

D13・D16 - @150D13・D16 - @150
D10

L2以上

L
2
以

上

n
1
本

n2本
n2/2以上の断面積を
有する補強筋

n1/2以上の断面積を
有する補強筋

※斜め補強筋はあき及び充填性を
　考慮して難しい場合は
　縦横補強筋に該当の断面積を加えて
　合算補強筋としての配筋を可とする。

※D13

700以下

床開口補強配筋要領　　S=1/40

※曲上げ長さは曲げ戻し後に相互で「L1」が確保出来る長さとするか

追加する直鉄筋で相互に「L1」が確保可能な長さとする。

後埋予定　床開口周辺配筋要領　　S=1/40

350mmFS 2
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・仕様書補強範囲外の場合は、既製品補強リングを検討とする。

・屋根面ブレース（T2）は、JISタ ーンバックル　とする。

R
B
0

RB0

RB0

RB0

RB0

軽
量

ハ
ト

小
屋

B
B
1

B
B
1

BB1

BB1

BB1

BB1

BB1

BB1

B
B
1

B
B
1

B
B
1

B
B
1

2
7
0
0

BB1

2700

2
7
0
0

9
5
0

BB1

B
B
1

BB1

B
B
2

BB1 BB1

BB1

B
B
2

B
B
1

B
B
1

B
B
1

BB2

B
B
1

BB2B
B
1

B
B
1

B
B
1

B
B
1

B
B
1

BB2

B
B
1

BB2 B
B
1

B
B
1

BB1

BB1

B
B
2

BB1

B
B
2

BB1 BB1 BB1

B
B
1

BB1

2
7
0
0

B
B
2

2
0
0

1
6
5
0

35503550

HB1 HB1

BB1

BP1

BP1

BP1BP1BP1BP1BP1BP1BP1BP1

HB1HB1

2
0
0

1
6
5
0

35503550

H
B
2

H
B
2

H
B
2

H
B
2

H
B
2

庇範囲タ ーンバックル M16 TB0

BP1

BP1

BP1

BP1

BP1

BP1

BP1

BP1

BP1

BP1

BP1 BP1 BP1 BP1 BP1 BP1

2
5
8
7
.
5

2
5
8
7
.
5

2
5
8
7
.
5

2
5
8
7
.
5

2
5
8
7
.
5

2
5
8
7
.
5

2
5
8
7
.
5

2
5
8
7
.
5

3
0
0
0

2987.5 2987.5 2987.5 2437.5 250

NY1 NY1

2
7
0
0

3
0
0
0

NX10 NX9 NX8 NX7

3335

2
9
5
0

2
7
0
0

3
0
0

18250

6275 6275 5700

3335

2
5
0

2
9
5
0

庇範囲　屋根　伏図 S = 1/100

屋根仕様：ガルバリウム鋼板葺　1.0寸

垂木：45×90-@455（栂）

屋根下張：構造用合板12mm 釘打：N50-@150
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屋根計画①　設計考慮積載荷重

L.L（屋根） 1000 - 　700 - 　300 N/㎡

屋上設備設置計画（太陽光パネル含む）1000 N/㎡

屋根計画②　設計考慮積載荷重

L.L（屋根） 1000 - 　700 - 　300 N/㎡

太陽光パネルのみ（D.L考慮）300 N/㎡

屋根積載　①　考慮範囲屋根積載　②　考慮範囲

外部庇屋根計画　設計考慮積載荷重

L.L（屋根） 0.0 - 　0.0 - 　0.0 N/㎡

垂木受：105×150（米松） 1
5
0
0

1
2
0
0

太陽光パネル想定荷重：300 N/㎡（D.L）
（支持専用架台含む）

縮　　尺 内容表示

図面番号

図面種別

設 計 者 神崎町役場まちづくり課
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発酵市場・トイレ棟　R階梁伏図-1

1/100

工事種目

道の駅発酵の里こうざき新発酵市場棟新築工事

新発酵市場・トイレ棟新築工事

令和8年度
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R階　梁伏図（2）　　S = 1/100
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※ ⇒　大梁に対して有効な横補剛を
考慮とする小梁材を示す。

・特記なき柱符号は　C1　とする。

・設備用梁貫通孔配置は仕様書補強範囲内とし設備図による。

・仕様書補強範囲外の場合は、既製品補強リングを検討とする。

・屋根ブレース（T1）は、JISタ ーンバックル　とする。
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縮　　尺 内容表示

図面番号

図面種別

設 計 者 神崎町役場まちづくり課
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発酵市場・トイレ棟　R階梁伏図-2

1/100

工事種目

道の駅発酵の里こうざき新発酵市場棟新築工事

新発酵市場・トイレ棟新築工事

令和8年度
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屋根　伏図 S = 1/100
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棟
位
置

屋根勾配：5.5寸屋根勾配：5.5寸

垂木：2C-100×50×20×3.2-@500

硬質木質系セメント板18mm

専用ビス止め

900 3290 2985 2985 3290 900

9
0
0

屋根計画　設計考慮積載荷重

L.L（屋根） 1000 - 　0.0 - 　0.0 N/㎡

太陽光パネル（D.L考慮）300 N/㎡

縮　　尺 内容表示

図面番号

図面種別

設 計 者 神崎町役場まちづくり課

S-14

発酵市場・トイレ棟　屋根伏図

1/100

工事種目

道の駅発酵の里こうざき新発酵市場棟新築工事

新発酵市場・トイレ棟新築工事

令和8年度
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下地取付（共通）：中ボルト　2-M12　GPL-4.5

 C - 100×50×20×3.2  縦胴縁@600以下

2C - 100×50×20×3.2 （開口脇　縦　枠　 出隅部）

□ - 100×100×6（STKR400） （開口部　上下枠 　開口高さ2.00m以下）

外壁下地　凡例

※軽量鉄骨下地割付は現場加工図による。

　取付ｽﾊﾟﾝ：L = 3.00 m以下

外壁：軽鉄下地　外部スレート仕上材　横張　標準施工

開口部　上下枠 　開口高さ2.00m以上は適宜検討を行う。

横胴縁ピッチ及び開口計画が上記を超える場合は、別途の再検討を行う。

2C - 100×50×20×3.2 縦胴縁@600以下　取付ｽﾊﾟﾝ：L = 3.00～5.00 m以下

 C - 100×50×20×2.3  仕上材取付下地（縦胴縁間）@450以下（取付指定なし）
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縮　　尺 内容表示

図面番号

図面種別

設 計 者 神崎町役場まちづくり課

S-15

発酵市場・トイレ棟　軸組図-1

1/100

工事種目

道の駅発酵の里こうざき新発酵市場棟新築工事

新発酵市場・トイレ棟新築工事

令和8年度
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下地取付（共通）：中ボルト　2-M12　GPL-4.5

 C - 100×50×20×3.2  縦胴縁@600以下

2C - 100×50×20×3.2 （開口脇　縦　枠　 出隅部）

□ - 100×100×6（STKR400） （開口部　上下枠 　開口高さ2.00m以下）

外壁下地　凡例

※軽量鉄骨下地割付は現場加工図による。

　取付ｽﾊﾟﾝ：L = 3.00 m以下

外壁：軽鉄下地　外部スレート仕上材　横張　標準施工

開口部　上下枠 　開口高さ2.00m以上は適宜検討を行う。

横胴縁ピッチ及び開口計画が上記を超える場合は、別途の再検討を行う。

2C - 100×50×20×3.2 縦胴縁@600以下　取付ｽﾊﾟﾝ：L = 3.00～5.00 m以下

 C - 100×50×20×2.3  仕上材取付下地（縦胴縁間）@450以下（取付指定なし）
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工事種目

道の駅発酵の里こうざき新発酵市場棟新築工事

新発酵市場・トイレ棟新築工事

令和8年度
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下地取付（共通）：中ボルト　2-M12　GPL-4.5

 C - 100×50×20×3.2  縦胴縁@600以下

2C - 100×50×20×3.2 （開口脇　縦　枠　 出隅部）

□ - 100×100×6（STKR400） （開口部　上下枠 　開口高さ2.00m以下）

外壁下地　凡例

※軽量鉄骨下地割付は現場加工図による。

　取付ｽﾊﾟﾝ：L = 3.00 m以下

外壁：軽鉄下地　外部スレート仕上材　横張　標準施工

開口部　上下枠 　開口高さ2.00m以上は適宜検討を行う。

横胴縁ピッチ及び開口計画が上記を超える場合は、別途の再検討を行う。

2C - 100×50×20×3.2 縦胴縁@600以下　取付ｽﾊﾟﾝ：L = 3.00～5.00 m以下

 C - 100×50×20×2.3  仕上材取付下地（縦胴縁間）@450以下（取付指定なし）
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道の駅発酵の里こうざき新発酵市場棟新築工事

新発酵市場・トイレ棟新築工事

令和8年度
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下地取付（共通）：中ボルト　2-M12　GPL-4.5

 C - 100×50×20×3.2  縦胴縁@600以下

2C - 100×50×20×3.2 （開口脇　縦　枠　 出隅部）

□ - 100×100×6（STKR400） （開口部　上下枠 　開口高さ2.00m以下）

外壁下地　凡例

※軽量鉄骨下地割付は現場加工図による。

　取付ｽﾊﾟﾝ：L = 3.00 m以下

外壁：軽鉄下地　外部スレート仕上材　横張　標準施工

開口部　上下枠 　開口高さ2.00m以上は適宜検討を行う。

横胴縁ピッチ及び開口計画が上記を超える場合は、別途の再検討を行う。

2C - 100×50×20×3.2 縦胴縁@600以下　取付ｽﾊﾟﾝ：L = 3.00～5.00 m以下

 C - 100×50×20×2.3  仕上材取付下地（縦胴縁間）@450以下（取付指定なし）
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新発酵市場・トイレ棟新築工事

令和8年度



342505700

12550

52500

39950

57505750575057505500

NY1　通り　軸組図　　S = 1/100

NX10 NX9 NX8 NX7 NX6 NX5 NX4 NX3 NX2 NX1

62756275

4
9
5
0

3
0
0
0

7
9
5
0

250

 柱心 
( C12 )

5750

300

1
3
0
0

設計GL

平均GL

7
8
5
08
5
0
0

6
5
0

1
0
0

C1　 C2　 C1　

14
00

10
00

 柱心 
( C1 )

300

 柱心 
( C1 )

59755975

 柱心 
( C2 )

RG1
RG1

1400

1000

2
0
0

1
1
0
0

FG1FG1

　C12

1000

RG24

5
5
0

1
5
0

7
0
0 1
4
0
0

3
5
5
0

FC1　 FC2　 FC1　 　FC12

FG24

NX10　通り　軸組図　　S = 1/100

設計GL

平均GL

C1　

FG3

FC1　

3650 24850

5475 5175 3550 5175 5475

NY9NY10 NY7 NY5 NY3 NY2 NY1

300

 柱心 
( C1 )

5175 3005175

 柱心 
( C1 )

 柱心 
( C1 )

 柱心 
( C1 )

 柱心 
( C1 )

 柱心 
( C1 )

C1　

FC1　

C1　

FC1　

C1　

FC1　

C1　

FC1　

　C1

　FC1

900 900 900 900

RG3 RG3

FG3 FG3 FG3FG3

900 900

RG3

900 900

RG3

900900

RG3

(H350)

(H4
00)

(H400)

(H350) (H350) (H350)(H350) (H350)

HB2

3
0
0
0

HB2 HB2 HB2 HB2

1
9
5
0

4
9
5
0

3
0
0
0

7
9
5
0

1
3
0
0

7
8
5
08
5
0
0

6
5
0

1
0
0

2
0
0

1
1
0
0

（
軒
高
）

（
最
高
高
さ
）

1000

2700

BB1

1.0
10

2
5
5
0

BP1

HB1 HB1

5.5

10

5.5

10

下地取付（共通）：中ボルト　2-M12　GPL-4.5

 C - 100×50×20×3.2  縦胴縁@600以下

2C - 100×50×20×3.2 （開口脇　縦　枠　 出隅部）

□ - 100×100×6（STKR400） （開口部　上下枠 　開口高さ2.00m以下）

外壁下地　凡例

※軽量鉄骨下地割付は現場加工図による。

　取付ｽﾊﾟﾝ：L = 3.00 m以下

外壁：軽鉄下地　外部スレート仕上材　横張　標準施工

開口部　上下枠 　開口高さ2.00m以上は適宜検討を行う。

横胴縁ピッチ及び開口計画が上記を超える場合は、別途の再検討を行う。

2C - 100×50×20×3.2 縦胴縁@600以下　取付ｽﾊﾟﾝ：L = 3.00～5.00 m以下

 C - 100×50×20×2.3  仕上材取付下地（縦胴縁間）@450以下（取付指定なし）
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下地取付（共通）：中ボルト　2-M12　GPL-4.5

 C - 100×50×20×3.2  縦胴縁@600以下

2C - 100×50×20×3.2 （開口脇　縦　枠　 出隅部）

□ - 100×100×6（STKR400） （開口部　上下枠 　開口高さ2.00m以下）

外壁下地　凡例

※軽量鉄骨下地割付は現場加工図による。

　取付ｽﾊﾟﾝ：L = 3.00 m以下

外壁：軽鉄下地　外部スレート仕上材　横張　標準施工

開口部　上下枠 　開口高さ2.00m以上は適宜検討を行う。

横胴縁ピッチ及び開口計画が上記を超える場合は、別途の再検討を行う。

2C - 100×50×20×3.2 縦胴縁@600以下　取付ｽﾊﾟﾝ：L = 3.00～5.00 m以下

 C - 100×50×20×2.3  仕上材取付下地（縦胴縁間）@450以下（取付指定なし）
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設計GL = 平均GL -100
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※FG  上端:GL -  200

※FG  下端:GL - 1300、2000

※基礎下端:GL - 1300、2000 
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RCG1
(H350)

900

800

RCG1
(H350)
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RCG2
(H450)

900

RCG2
(H450)

900

BB1

1.0
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2
5
5
0

BP1

2700950

BB1

1.0
10

2
5
5
0

BP1

2700

BB1

1.0
10

2
5
5
0

BP1

2700

BB1

1.0
10

2
5
5
0

BP1

2700

縮　　尺 内容表示

図面番号

図面種別

設 計 者 神崎町役場まちづくり課

S-20

発酵市場・トイレ棟　軸組図-6

1/100

工事種目

道の駅発酵の里こうざき新発酵市場棟新築工事

新発酵市場・トイレ棟新築工事

令和8年度



NX6　通り　軸組図　　S = 1/100
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NX4　通り　軸組図　　S = 1/100
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NX3　通り　軸組図　　S = 1/100
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下地取付（共通）：中ボルト　2-M12　GPL-4.5

 C - 100×50×20×3.2  縦胴縁@600以下

2C - 100×50×20×3.2 （開口脇　縦　枠　 出隅部）

□ - 100×100×6（STKR400） （開口部　上下枠 　開口高さ2.00m以下）

外壁下地　凡例

※軽量鉄骨下地割付は現場加工図による。

　取付ｽﾊﾟﾝ：L = 3.00 m以下

外壁：軽鉄下地　外部スレート仕上材　横張　標準施工

開口部　上下枠 　開口高さ2.00m以上は適宜検討を行う。

横胴縁ピッチ及び開口計画が上記を超える場合は、別途の再検討を行う。

2C - 100×50×20×3.2 縦胴縁@600以下　取付ｽﾊﾟﾝ：L = 3.00～5.00 m以下

 C - 100×50×20×2.3  仕上材取付下地（縦胴縁間）@450以下（取付指定なし）
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縮　　尺 内容表示

図面番号

図面種別

設 計 者 神崎町役場まちづくり課
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発酵市場・トイレ棟　軸組図-7
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工事種目

道の駅発酵の里こうざき新発酵市場棟新築工事

新発酵市場・トイレ棟新築工事

令和8年度



NX2　通り　軸組図　　S = 1/100
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NX1　通り　軸組図　　S = 1/100
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下地取付（共通）：中ボルト　2-M12　GPL-4.5

 C - 100×50×20×3.2  縦胴縁@600以下

2C - 100×50×20×3.2 （開口脇　縦　枠　 出隅部）

□ - 100×100×6（STKR400） （開口部　上下枠 　開口高さ2.00m以下）

外壁下地　凡例

※軽量鉄骨下地割付は現場加工図による。

　取付ｽﾊﾟﾝ：L = 3.00 m以下

外壁：軽鉄下地　外部スレート仕上材　横張　標準施工

開口部　上下枠 　開口高さ2.00m以上は適宜検討を行う。

横胴縁ピッチ及び開口計画が上記を超える場合は、別途の再検討を行う。

2C - 100×50×20×3.2 縦胴縁@600以下　取付ｽﾊﾟﾝ：L = 3.00～5.00 m以下

 C - 100×50×20×2.3  仕上材取付下地（縦胴縁間）@450以下（取付指定なし）
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縮　　尺 内容表示

図面番号

図面種別

設 計 者 神崎町役場まちづくり課
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工事種目

道の駅発酵の里こうざき新発酵市場棟新築工事

新発酵市場・トイレ棟新築工事

令和8年度



□-300×300×16

8 - M36(SD490)

12 - D22(SD345)

520×520×40

710 × 710

ベースパック 30-16V
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7
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※柱脚部配筋においてトップHOOP筋は

2-D13（2重）とする。

※立上配筋の頂部フック加工は

ﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸ仕様から無しととする。

24(21N/ｍ㎡以上)

フープ筋

立上り筋

アンカーボルト

ベースプレート

コンクリート柱断面

ｺﾝｸﾘｰﾄ設計基準強度

柱  部材

D13 - @100(SD295)

※柱脚部配筋においてトップHOOP筋は

2-D13（2重）とする。

24(21N/ｍ㎡以上)

※立上配筋の頂部フック加工は

ﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸ仕様から無しととする。

フープ筋

立上り筋

アンカーボルト

ベースプレート

4 - M39(SD490)

D13 - @100(SD295)

12 - D19(SD345)

420×420×36

630 × 630コンクリート柱断面

ｺﾝｸﾘｰﾄ設計基準強度

ベースパック 25-12V
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φ
55

9
0

柱  部材 □-250×250×12

630

6
3
0

420

4
2
0

8 - M30(SD490)

D13 - @100(SD295)

12 - D22(SD345)

520×520×32

700×700(710×710)

フープ筋

立上り筋

アンカーボルト

ベースプレート

柱  部材

コンクリート柱断面

ｺﾝｸﾘｰﾄ設計基準強度

50808050 260
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ベースパック 30-12V

※柱脚部配筋においてトップHOOP筋は

2-D13（2重）とする。

※立上配筋の頂部フック加工は

ﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸ仕様から無しととする。

700

7
0
0

□-300×300×12

24(21N/ｍ㎡以上)

※柱型 片側 5mmフカシ

6
5
0
以
上

5
2
0

520 520

5
2
0

⇒ 30-12V の柱脚断面は
　　710mm×710mmを採用

部 材 リ ス ト S = 1/40

寸　法

記　号

断　面

位　置

柱　：　BCR295　（　現場溶接　【無】・有　） 高力ボルト HTB ：　S10T or F10T

　ダイヤフラム　 ：　SN490C  →  ダイヤフラム板厚は特記なき限り  19mm以上かつ柱・梁最大板厚の2サイズUP　とする。

寸　法

記　号

断　面

位　置

寸　法

記　号

断　面

位　置

寸　法

記　号

断　面

位　置

※SN400B材に取付する小梁受GPLについては

2次部材接合用の為に SN400B、SS400 いずれでも可とする。

ﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸ柱脚30-16V

記　号

位　置

寸　法

記　号

位　置

寸　法

C2
全 断 面

（　λmax = ）

（BCR295）

□ - 300 × 300 × 16

断　面

断　面

大梁・片持梁 ： SN400B（中央、端部）小梁 ： SS400

H - 350×175×7×11

梁継手：J35
（中央/端部:SN400B）

RG1
全 断 面

ﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸ柱脚30-12V

C1
全 断 面

（　λmax = ）

（BCR295）

□ - 300 × 300 × 12

ﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸ柱脚25-12V

C11
全 断 面

（　λmax = ）

（BCR295）

□ - 250 × 250 × 12

ﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸ柱脚25-12V

C12
全 断 面

（　λmax = ）

（BCR295）

□ - 250 × 250 × 12

ﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸ柱脚25-12V

C13
全 断 面

（　λmax = ）

（BCR295）

□ - 250 × 250 × 12

RG2
全 断 面

RG3
全 断 面

RG4
全 断 面

RG5
全 断 面

PG1
全 断 面

RG11
全 断 面

RG12
全 断 面

RG13
全 断 面

RG14
全 断 面

RG15
全 断 面

RG16
全 断 面

RG17
全 断 面

RG18
全 断 面

RG19
全 断 面

RG21
全 断 面

RG22
全 断 面

RG23
全 断 面

RG24
全 断 面

RG25
全 断 面

RB1
全 断 面

H - 350×175×7×11

梁継手：J35
（中央/端部:SN400B）

H - 350×175×7×11

梁継手：J35
（中央/端部:SN400B）

梁継手：J40

H - 400×200×8×13

（中央/端部:SN400B）
梁継手：J40

H - 400×200×8×13

（中央/端部:SN400B）

H - 450×200×9×14

梁継手：J45
（中央/端部:SN400B）

H - 350×175×7×11

梁継手：J35P
（中央/端部:SN400B）

PG2
全 断 面

H - 340×250×9×14

梁継手：J34P
（中央/端部:SN400B）

H - 350×175×7×11

梁継手：J35
（中央/端部:SN400B）

H - 350×175×7×11

梁継手：J35
（中央/端部:SN400B）

H - 350×175×7×11

梁継手：J35
（中央/端部:SN400B）

H - 350×175×7×11

梁継手：J35
（中央/端部:SN400B）

H - 350×175×7×11

梁継手：J35
（中央/端部:SN400B）

梁継手：J34
（中央/端部:SN400B）

H - 350×175×7×11

梁継手：J35
（中央/端部:SN400B）

NX8端：ピン接合J34P

H - 340×250×9×14

梁継手：J34
（中央/端部:SN400B）

NX8端：ピン接合J34P

H - 340×250×9×14

N2(片側)

PL-（3）
PL-（3）

タイプ-①

D
w P

P
P

E
E

M16：P = 60mm、E = 40mm

M20：P = 60mm、E = 40mm

M22：P = 60mm、E = 40mm

N2(片側)

PL-（3）
PL-（3）

タイプ-②

D
w P

P

P
E

E

Bf≧200mm

Aw

10EE

Aw

10EE

PL-（3）
PL-（3）

タイプ-③

D
w E

E

Aw

10EE
P

N2(片側)

PL-（3） PL-（3）

タイプ-①

D
w P

P

P
E

E

M16：P = 60mm、E = 40mm

M20：P = 60mm、E = 40mm

M22：P = 60mm、E = 40mm

N2(片側)

PL-（3）
PL-（3）

タイプ-②

D
w P

P

P
E

E

Bf≧200mm

Aw

10EE

Aw

10EE

PL-（3）
PL-（3）

タイプ-③

D
w E

E

Aw

10EE
P

ALCﾊﾟﾈﾙ及び折板屋根施工時の小梁接合タイプ図（+50mm）

タイプ-②、③では全て

梁上にﾚﾍﾞﾙ調整材を施工とする。

C-100×50×20×3.2

ﾚﾍﾞﾙ調整材

C-100×50×20×3.2

ﾚﾍﾞﾙ調整材

N2(片側)

PL-（3）
PL-（3）

タイプ-④

D
w P
2E

E

Aw

10EE

M16：P = 60mm、E = 40mm

M20：P = 60mm、E = 40mm

M22：P = 60mm、E = 40mm

【タイプ-④】

P1

横補剛材として考慮する場合

デッキ床等施工時の小梁接合タ イプ図（天端同レベル）

N2(片側)

PL-（3）
PL-（3）

タイプ-④

D
w P
2E

E

Aw

10EE

M16：P = 60mm、E = 40mm

M20：P = 60mm、E = 40mm

M22：P = 60mm、E = 40mm

【タイプ-④】

P1

横補剛材として考慮する場合

C-100×50×20×3.2

ﾚﾍﾞﾙ調整材

符　号 部　材
フランジ ウエブ

PL-（2） N1 - 径 N2 - 径

小梁　接合継手リスト

備　考

※梁継手のボルトピッチ及びヘリあき、はしあきは構造仕様書( KS-7 )を参照とする。

PL-（1） PL-（3） タイプ Dw Aw 横補剛材

使用材料

小梁　 ：　SS400　（GPL　SS400 又は　SN400B、SS490）

H T B  ：　F10T    (　S10T使用可　）

RB1

RB11　※

RB2

H  -  250×125×6×9

RB12

H  -  250×125×6×9 PL -  6 2 - M16 ① 140 90

RB13

RB21　※

RB14

PL -  6 2 - M16 ① 140 90

H  -  294×200×8×12 PL -  9 150200
④

採 用3(2列)-M20
(計 6-M20)

H  -  300×150×6.5×9 PL -  9 200

H  -  250×125×6×9 PL -  6 2 - M16 ① 140 90

(P1 = 60mm)
(P2 = 60mm)

梁継手：J34
（中央/端部:SN400B）

H - 340×250×9×14

梁継手：J34
（中央/端部:SN400B）

H - 340×250×9×14

梁継手：J34
（中央/端部:SN400B）

H - 340×250×9×14

梁継手：J34
（中央/端部:SN400B）

H - 340×250×9×14

RB2
全 断 面

RB11
全 断 面

RB12
全 断 面

RB13
全 断 面

RB14
全 断 面

RB21
全 断 面

RB22
全 断 面

RB31
全 断 面

外　壁（2）

全 断 面

軽量鉄骨下地
スレート仕上材　横張

取付：中ボルト
2-M12
GPL-4.5

2C - 100×50×20×3.2

縦胴縁@600以下

100

ALC取付　ロッキング構法

ALC t = 100（標準仕様）

外　壁 及び 一部内壁

全 断 面

屋根仕上（5.5寸）

全 断 面

ガルバリウム鋼板葺
耐火野地板上　防水
受材ピッチ500mm以下
5.0φ-@200mm以下 で施工

垂木材（5.5寸）

全 断 面

2C - 100×50×20×3.2

継手：中ボルト　2-M12
PL-6

屋根面ブレース：T1

溶接長　L=100以上

(JISターンバックル）

全 断 面

M20HTB
M20

GPL-9

【　JIS A5540 】

80以上

屋根面ブレース：T2

溶接長　L=100以上

(JISターンバックル）

全 断 面

M20HTB
M20

GPL-9

【　JIS A5540 】

80以上

※T1,T2 端部取付用ガセットは
既製品専用PL（耐力同等品限定）に変更可

梁両端：ピン接合
（SS400）

H - 250×125×6×9

梁両端：ピン接合
（SS400）

H - 250×125×6×9H - 294×200×8×12

梁両端：ピン接合
（SS400）

H - 300×150×6.5×9

（SS400）
梁両端：ピン接合

【横補剛考慮】

H - 300×150×6.5×9

（SS400）
梁両端：ピン接合

H - 294×200×8×12

梁両端：ピン接合
（SS400）

梁両端：ピン接合
（SS400）

H - 250×125×6×9

梁両端：ピン接合
（SS400）

H - 150×150×7×10H - 300×150×6.5×9

（SS400）
梁両端：ピン接合

【RG1,RG2 +150】

RB22　※

RB31

H  -  250×125×6×9 PL -  9 140

H  -  300×150×6.5×9 PL -  9 200

H  -  300×150×6.5×9 PL -  9 150200
④

採 用3(2列)-M20
(計 6-M20)(P1 = 60mm)

(P2 = 60mm)

H  -  294×200×8×12 PL -  9 150200
④

採 用3(2列)-M20
(計 6-M20)(P1 = 60mm)

(P2 = 60mm)

【横補剛考慮】 【横補剛考慮】

ルーフデッキ屋根

※受材梁上に取付とする。
　梁受スパン　L=3.25m以下
　支持方法等はメーカー標準

全 断 面
ルーフデッキ屋根受

全 断 面

防水仕上：AS-P工法

梁両端：ピン接合
（SS400）

H - 125×125×6.5×9
設計、施工標準仕様書参照
QL99 - 75  t = 1.2

屋根受束材

全 断 面

（SS400）

H - 125×125×6.5×9

柱脚：工場隅肉溶接

垂木材

垂木ピッチ：500mm以下

L = 3.00m
   ～5.00m以下

外　壁（1）

全 断 面

軽量鉄骨下地
スレート仕上材　横張

取付：中ボルト
2-M12
GPL-4.5

C - 100×50×20×3.2

縦胴縁@600以下

L = 3.00m以下

（5.5寸勾配） （5.5寸勾配）

RG26
全 断 面

H - 350×175×7×11

梁継手：J35
（中央/端部:SN400B）

H - 350×175×7×11

梁継手：J35
（中央/端部:SN400B）

中央範囲に
T1設置用孔あけ施工

3 - M20 ① 90

3 - M20 ① 90

2 - M16 ① 90

ルーフデッキ屋根受 H  -  125×125×6.5×9 PL -  6 2 - M16 ③ 90 150

RCG1
全 断 面

H - 350×175×7×11

梁継手：無
（中央/端部:SN400B）

RCG2
全 断 面

H - 450×200×9×14

梁継手：無
（中央/端部:SN400B）

RB0（ハト小屋受）
全 断 面

H - 200×100×5.5×8

梁両端：ピン接合
（SS400）

H  -  200×100×5.5×8 PL -  6 2 - M16 ① 140 90RB0

大梁　接合継手リスト

・添板に用いる鋼材は母材と同じ材種とする。

・高力ボルトは、JIS規格の六角ボルト（F10T）、又はトルシア形（S10T）のボルトとする。

・添板の切断方法は、6.0mm以下はシアカットも可とし、それ以外はのこ引き切断又は自動ガス切断とする。

40

90

40

45

260

45

4060
6060

40 60
4040
10

35

35

105

J35 : H-350×175×7×11 （SN400B)

HTB： 6 - M20　2PL - 9×260×170

HTB：24 - M20　2PL - 9×175×410（外）,4PL - 9×70×410（内）

90

4040
4040
10

フランジ

ウェブ
（SS400）

（SS400）

J45 : H-450×200×9×14（SN400B)

40
60

40

65

320

65

4060
6060

40 60
4040
10

40

40

120

60
60
60

HTB：10 - M20　2PL - 9×320×170

HTB：24 - M20　2PL - 12×200×410（外）4PL - 12×80×410（内）

4040
40 40
10

40
60

40

70

260

70

4060
6060

40 60
4040
10

40

40

120

J40 : H-400×200×8×13（SN400B)

HTB： 8 - M20　2PL - 9×260×170

HTB：24 - M20　2PL - 9×200×410（外）,4PL - 12×80×410（内）

60
60

4040
40 40
10

40

80

40

50

240

50

J34P : H-340×250×9×14（SN400B)

80

梁端部：ピン接合

40
40

25+10

40

80

40

50

240

50

80

40
40

25

PL-9

60

フランジ

ウェブ
（SS400）

（SS400）

40

80

40

50

240

50

4060
6060

40 60
40 40
10

55

55

140

J34 : H-340×250×9×14（SN400B)

HTB： 6 - M20　2PL - 9×240×170

HTB：24 - M20　2PL - 12×250×410（外）4PL - 12×100×410（内）

80

4040
40 40
10

フランジ

ウェブ
（SS400）

（SS400）

フランジ

ウェブ
（SS400）

（SS400）

フランジ

ウェブ
（SS400）

（SS400）

HTB： 3 - M20(柱) GPL - 9×240×115以上
6 - M20(梁) GPL - 9×240×165以上

40

90

40

45

260

45

J35P : H-350×175×7×11（SN400B)

90

梁端部：ピン接合

40
40

25+10

40

90

40

45

260

45

90

40
40

25

PL-9

60

フランジ

ウェブ
（SS400）

（SS400）
HTB： 3 - M20(柱) GPL - 9×240×115以上

6 - M20(梁) GPL - 9×240×165以上

2700

1.0

10.0
屋根仕様：ガルバリウム鋼板葺　1.0寸

垂木：45×90-@455（栂）

屋根下張：構造用合板12mm 釘打：N50-@150
250

500

H-150×150×7×10（SS400）

1
0
1
.
6
φ
×
3
.
2
（
S
T
K
4
0
0
）

垂木受

105×150（米松）

NY1

外部庇加工要領図

NY9

NX10

1200

垂木受

105×240（米松）

300 1500

設計GL

2
5
5
0

2
0
0

7
5
0 9
5
0

中ボルト：2-M12

GPL-6

垂木コロビ止め

45×90

BB1

BP1

BB2

2
2
5

225

45 45135

GL

モルタ ル30mm

7
5
0

9
5
0

BPL：PL-225×225×16(SN490B)

アンカーボルト：4-M16(SS400)

（ アンカーフレーム又は定着板　有
L=400mm以上 ）

（ ダブルナット　使用 ）

500

中
ボ
ル
ト
：
2
-
M
1
2

G
P
L
-
6

PL-12 150×215

中ボルト：2-M12

△PL-6

中ボルト：2-M12

HTB:1-M16

JISﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ:M16

最小溶接長さ90mm以上
梁ﾌﾗﾝｼﾞ又はｳｪﾌﾞに対して

【　庇面 ブレース　】

端部取付用ガセットは
既製品専用PL（耐力同等品限定）採用　可

1
0
1
.
6
φ
×
3
.
2
（
S
T
K
4
0
0
）

H-150×150×7×10

（SS400）

庇範囲　アンカー要領

2
0
0

縮　　尺 内容表示

図面番号

図面種別

設 計 者 神崎町役場まちづくり課

S-23

発酵市場・トイレ棟
鉄骨部材リスト、鉄骨継手リスト

図示

工事種目

道の駅発酵の里こうざき新発酵市場棟新築工事

新発酵市場・トイレ棟新築工事

令和8年度

AutoCAD SHX Text
(710)

AutoCAD SHX Text
(710)



C1 C2
C1

14
00

10
00

RG1

1400

1000

2
0
0

FG1FG1

C12

1000

RG24

5
5
0

1
5
0

7
0
0

1
4
0
0

3
5
5
0

FC1 FC2 FC1 FC12

FG24

1000
BB1

1.0
10

2
5
5
0

BP1

HB1 HB1

5.5

10

5.5

10

3
5
0

9
5
0

BB1

2
5
5
0 BP1

9
5
0

2
0
0

7
5
0

52500

6275 6275

12550 5700

18250 34250

NX10 NX9 NX8 NX7

7
0
0

1
1
0
0

1
3
0
0

2700

3335

NY1 通り 鉄骨詳細図　S = 1/50

柱　 ：　BCR295
HTB　：　F10T 　又は　S10T
ダイヤフラム　：　SN490C （柱面から出寸法：25mm以上）

ダイヤフラム板厚は特記なき限り

19mm以上かつ柱・梁最大板厚の2サイズUP以上　とする。

※内ダイヤフラムに取付く大梁は柱R部分を避けて施工とする。

仕口部　柱断面 ：　下階柱断面と同サイズで同厚以上

仕口部　柱材種 ：　BCR295（その他冷間成形マニュアルに準ずる）

大梁：SN400B　　片持梁、小梁：SS400

・設備用梁貫通孔配置は仕様書補強範囲内とし設備図による。

・梁貫通孔補強要領は、メーカー仕様書　を参照とする

・既製品貫通孔補強を使用する場合は、仕様書補強範囲内外に関わらず
メーカーにより確認検討を行い、該当する仕様書により施工とする。

　変更に関しては、耐力低下がないと確認された場合は
　申請機関等に対して軽微報告のみを決定段階で行うことを条件とする。

第三者検査機関にて

SL+1000程度の位置とし、溶接後撤去とする。

E.P.J　柱継手を現場無溶接に変更する場合は

施工及び現場管理を行う事とする。
仕様書を申請図書に追加した上で

現場無溶接柱継手工法：コラムカプラ（認定工法）
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NX10 通り 鉄骨詳細図　S = 1/50
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H-340×250×9×14
(SN400B)

H-350×175×7×11
(SN400B)

H-350×175×7×11
(SN400B)

H-350×175×7×11
(SN400B)

H-350×175×7×11
(SN400B)

H-4
00×

200
×8×

13

(SN
400

B)

150

GPL-62-M12

棟木：H-300×150×6.5×9(SS400)

RG1

H-400×200×8×13

(SN400B)
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RB1：H-300×150

垂木：2C-100×50×20×3.2-@500

（横補剛考慮なし）

PL加工受

硬質木質系セメント板18mm

専用ビス止め

GPL-6

2-M12

継手：J35

900

RCG1

H-350×175×7×11
(SN400B)

継手：J35

継手：J35継手：J34継手：J34

継手：J35継手：J35 継手：J35

継手：J40 継手：J40

H-200×200×8×12
(SS400)

H-200×200×8×12
(SS400)

HTB 2-M20
GPL-9

継手：J40継手：J40

HTB 2-M20
GPL-9

175

225

天井仕上面

屋根面ブレース取付は

梁天端～150mm間施工とする。

HTB:1-M20

JISﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ:M20

最小溶接長さ100mm以上
梁ﾌﾗﾝｼﾞ又はｳｪﾌﾞに対して

【R階 ブレース T1】

外部庇範囲は別図参照
外部庇範囲は別図参照

外部庇範囲は別図参照

H-200×200×8×12
(SS400)

HTB 2-M20
GPL-9

H-200×200×8×12
(SS400)

HTB 2-M20
GPL-9

※BPL 下端:GL-  170

※FG  上端:GL-  200

※FG  下端:GL- 1300、2000

※基礎下端:GL- 1300、2000

設計GL = 平均GL -100

※BPL 下端:GL-  170

※FG  上端:GL-  200

※FG  下端:GL- 1300、2000

※基礎下端:GL- 1300、2000

設計GL = 平均GL -100

PL-19以上

PL-19以上

PL-19以上

PL-19以上

PL-25

PL-25

PL-19

PL-25

PL-25

PL-19

PL-25

PL-25以上

PL-19

PL-19

PL-19

PL-19

PL-19

PL-19

PL-25以上

PL-25以上

柱脚部は標準図

30-12V を参照
柱脚部は標準図

25-12V を参照
柱脚部は標準図

25-12V を参照

柱脚部は標準図

30-12V を参照

柱脚部は標準図

30-12V を参照

柱脚部は標準図

30-12V を参照

柱脚部は標準図

30-12V を参照

柱脚部は標準図

25-12V を参照

HTB:1-M20

JISﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ:M20

最小溶接長さ100mm以上
梁ﾌﾗﾝｼﾞ又はｳｪﾌﾞに対して

【R階 ブレース T2】

共通事項

PL
-6

GPL-6

2-M12

1.0
10

7
0
0

4
5
0

2
5
0

1.0
50

束材：H-125×125×6.5×9(SS400)
配置ピッチ3000mm以下

ルーフデッキ受
H-125×125×6.5×9(SS400)
GPL-6　2-M16

1.0
50

3250250 3250

2-M12

GPL-6

PL-6

1
5
0

GPL-9

HTB 3-M20

3
0
0

RB1

RG2

1
5
0

2
5
0

4
0
0

下地取付（共通）：中ボルト　2-M12　GPL-4.5

 C - 100×50×20×3.2  縦胴縁@600以下

2C - 100×50×20×3.2 （開口脇　縦　枠　 出隅部）

□ - 100×100×6（STKR400） （開口部　上下枠 　開口高さ2.00m以下）

外壁下地　凡例

※軽量鉄骨下地割付は現場加工図による。

　取付ｽﾊﾟﾝ：L = 3.00 m以下

外壁：軽鉄下地　外部スレート仕上材　横張　標準施工

開口部　上下枠 　開口高さ2.00m以上は適宜検討を行う。

横胴縁ピッチ及び開口計画が上記を超える場合は、別途の再検討を行う。

2C - 100×50×20×3.2 縦胴縁@600以下　取付ｽﾊﾟﾝ：L = 3.00～5.00 m以下

 C - 100×50×20×2.3  仕上材取付下地（縦胴縁間）@450以下（取付指定なし）

縮　　尺 内容表示

図面番号

図面種別

設 計 者 神崎町役場まちづくり課

S-24

発酵市場・トイレ棟　鉄骨詳細図

1/50

工事種目

道の駅発酵の里こうざき新発酵市場棟新築工事

新発酵市場・トイレ棟新築工事

令和8年度
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